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　3月 11日、首都圏第3の空港として「茨城空港」が開港しました。
　初日は、正面ロビーにてオープニングセレモニーが華やかに開
催され、搭乗者や市民などの大勢の見学者で賑わいました。
　茨城空港からは、アシアナ航空により毎日ソウル便が運航して
います。さらに、4月 16日からスカイマークにより神戸便が就航
します。また、ゴールデンウィーク中には、グアム・セブ島・ハ
イナン島・台湾などのチャーター便も予定されていますので、ぜ
ひ茨城空港をご利用ください。

2010 年 3月 11日、2010 年 3月 11日、
茨城空港開港 !!茨城空港開港 !!
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開
港
記
念
関
連
事
業

開
港
記
念
関
連
事
業

２
月
６
日

　

第
２
回
小
美
玉
ゆ
め
未
来
芸
術
展

　
　
「
空
港
に
架
け
る
私
の
夢
」
を
テ
ー
マ
に

１
１
４
２
点
の
作
品
を
展
示

２
月
11
日

　

開
港
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

　
　

２
部
構
成
で
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開

催
。
市
民
、
約
１
０
０
０
人
が
参
加

２
月
16
日

　

県
道
百
里
飛
行
場
線
開
通
式
典

　
（
３
月
11
日
名
称
変
更　

茨
城
空
港
線
）

２
月
26
日

　
県
道
上
吉
影
岩
間
線
（
美
野
里
工
区
）・
市
道
羽

鳥
宿
張
星
線
（
一
部
）
開
通
。
安
全
祈
願
式
典

　
　

空
港
へ
の
利
便
性
向
上
の
た
め
、
岩
間
Ｉ

Ｃ
か
ら
茨
城
空
港
を
結
ぶ
路
線
と
し
て
開
通
。

３
月
６
日

　

空
の
市

　
　

空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
隣
の
空
港
公
園
予

定
地
で
周
辺
７
市
町
の
観
光
Ｐ
Ｒ
や
特
産
品

の
販
売
等
。

茨
城
空
港
北
Ｉ
Ｃ
開
通
式
典

　
　

東
関
道
の
茨
城
空
港
北
Ｉ
Ｃ
〜
茨
城
町

ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
間
が
開
通
。
水
戸
中
心
部

か
ら
空
港
ま
で
約
30
分
！

韓国・仁川国際空港韓国・仁川国際空港
神戸空港神戸空港

①神戸への記念フライト「スカ
イマーク」

②飛び立つアシアナ航空機
③胸躍らせ搭乗手続き
④タラップを使って搭乗
⑤小美玉市、行方市、鉾田市の
特産品コーナー「スカイア
リーナ」

⑥いばらきの名産品を紹介
⑦「いばらき夢ガイド」の皆さ
んがお待ちしています

⑧熱烈歓迎 !!
⑨台湾からのお客さま
⑩ようこそ！韓国から茨城へ

①

②

③

④
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３
月
７
日

　

茨
城
空
港
開
港
式

　
　

開
港
を
前
に
式
典
を
開
催
。
関
係
者
や
来

賓
を
招
き
盛
大
に
開
催
。

３
月
11
日

　

茨
城
空
港
開
港

　
　

茨
城
空
港
か
ら
、
神
戸
・
台
湾
・
韓
国
・

ハ
ワ
イ
に
向
け
出
発
。

　
　

市
民
１
５
０
名
が
市
民
の
翼
事
業
に
よ

　

り
台
湾
、
韓
国
へ
と
出
発
。

　

霞
ケ
浦
で
七
色
帆
引
き
船
運
航

　
　
七
色
帆
引
き
船
が
ウ
ェ
ル
カ
ム
・
セ
イ
リ
ン
グ

　
　

霞
ヶ
浦
の
湖
面
か
ら
よ
う
こ
そ
茨
城
へ

茨城空港茨城空港
2010.3.112010.3.11

開　港開　港

よようこそ !!うこそ !! 茨城茨城へへ

神
戸
か
ら

神
戸
か
ら

台
湾
か
ら

台
湾
か
ら

韓
国
か
ら

韓
国
か
ら

（

（

⑤
⑧

⑥
⑨

⑦⑩
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平
成
18
年
４
月
に
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま
の

信
託
を
い
た
だ
き
、
小
美
玉
市
の
初
代
市
長
に

就
任
し
、
以
来
、
新
市
の
礎
を
築
く
べ
く
、「
対

話
と
協
調
」
を
市
政
運
営
の
基
本
理
念
に
、
情

熱
を
も
っ
て
市
民
参
加
の
開
か
れ
た
市
政
と
輝

け
る
新
た
な
交
流
都
市
づ
く
り
構
想
の
実
現
に

努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
小
美
玉
市
総
合
計
画
に
基
づ
き
「
人

が
輝
く 

水
と
緑
の
交
流
都
市
」
の
実
現
に
向
け

て
全
力
を
傾
注
す
る
と
と
も
に
、
行
財
政
改
革

の
推
進
・
自
治
基
本
条
例
の
制
定
・
高
齢
者
福

祉
計
画
や
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定

な
ど
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
さ
に
、

当
市
の
市
政
運
営
に
お
け
る｢

基
礎
・
基
盤｣

と
い
っ
た
土
台
づ
く
り
を
行
っ
た
４
年
間
で
あ

り
、
迎
え
る
平
成
22
年
度
は
こ
の｢

基
礎
・
基

盤｣

の
う
え
に
本
格
的
な
ま
ち
づ
く
り
へ
の
第

一
歩
を
踏
み
出
す
重
要
な
年
に
な
る
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　

一
方
、
わ
が
国
の
経
済
状
況
に
目
を
向
け
て

み
ま
す
と
、
平
成
22
年
度
の
経
済
見
通
し
は
景

気
は
緩
や
か
に
回
復
す
る
と
は
い
う
も
の
の
、

市
民
生
活
や
地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
依
然
と
し
て
厳
し
く
余
談
を
許
さ
な
い
も

の
が
あ
り
ま
す
が
、
将
来
に
向
か
っ
て
夢
や
希

望
が
持
て
る
よ
う
な
事
業
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
市

民
に
届
け
る
な
ど
し
て
閉
塞
感
漂
う
現
状
を
変

え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

と
は
申
せ
、
劇
的
な
変
化
や
性
急
な
成
果

を
あ
え
て
求
め
る
の
で
は
な
く
、
小
さ
く
て

も
着
実
な
一
歩
を
踏
み
出
し
続
け
る
こ
と
、

つ
ま
り
、
目
先
に
と
ら
わ
れ
ず
、
言
う
な
れ

ば
”
プ
ロ
セ
ス
を
大
切
に
し
た
“
地
道
な

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
図
る
こ
と
が
時
代
の

ニ
ー
ズ
に
即
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、

こ
う
し
た
方
向
性
に
沿
っ
て
市
政
運
営
の
推

進
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
い
よ
い
よ
茨
城
空
港
が
今
月
11
日
に

　平成 22 年第 1回小美玉市議会
定例会が 3月 2日から 19 日まで
の 18 日間の会期で開催され、本
年度一般会計予算および国民健康
保険事業など特別会計予算等を併
せた、総額 330 億 9313 万円の
予算が原案どおり可決成立しまし
た。
　今月号では、島田市長が述べた
平成22年度の施政方針について、
その概要をお知らせします。

～「人が輝く水と緑の交流都市」の実現に向けて～～「人が輝く水と緑の交流都市」の実現に向けて～

平成22年度平成22年度
施　政　方　針施　政　方　針

開
港
い
た
し
ま
す
。

　

現
在
、
空
港
整
備
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
、

タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
や
シ
ン
ボ
ル
広
場
、
調
整
池
な

ど
が
完
成
し
て
お
り
ま
す
。
ア
ク
セ
ス
道
路
に
つ

き
ま
し
て
は
、
県
道
百
里
飛
行
場
線
が
２
月
16
日

に
、
東
関
東
自
動
車
道
水
戸
線
の
茨
城
空
港
北
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
、
茨
城
町
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
間

が
３
月
６
日
に
開
通
す
る
な
ど
、
開
港
ム
ー
ド
が

一
気
に
高
ま
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
就
航
に
つ
き
ま
し
て
も
、
定

期
便
と
し
て
韓
国
の
ア
シ
ア
ナ
航
空
が
運
航
す

る
ソ
ウ
ル
便
の
ほ
か
、
国
際
チ
ャ
ー
タ
ー
便
と

し
て
台
湾
、
ハ
ワ
イ
な
ど
の
就
航
が
決
定
し
た

こ
と
に
加
え
て
、
国
内
線
に
お
い
て
も
、
ス
カ

イ
マ
ー
ク
航
空
が
定
期
便
と
し
て
４
月
16
日
か

ら
神
戸
空
港
、
茨
城
空
港
間
の
1
日
1
往
復
を

運
行
す
る
の
に
先
立
ち
、
開
港
日
に
記
念
便
を

運
行
す
る
な
ど
、
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
も
出
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　
ま
た
一
方
、
茨
城
空
港
開
港
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
や
、
小
美
玉
市
茨
城
空
港
利
用
促
進
協
議
会
主

催
に
よ
る
小
美
玉
ゆ
め
未
来
芸
術
展
が
盛
大
に
開

か
れ
た
ほ
か
、
３
月
６
日
に
は
茨
城
空
港
開
港
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
「
空
の
市
」
の
開
催
を
予
定
す
る

な
ど
、
開
港
に
向
け
た
気
運
醸
成
や
空
港
の
利
用

促
進
に
も
鋭
意
取
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

茨
城
空
港
の
開
港
に
よ
り
、
観
光
の
振
興
や

企
業
立
地
等
に
よ
る
産
業
の
集
積
を
は
じ
め
、

国
内
外
と
の
経
済
・
文
化
・
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ

な
ど
の
多
様
な
交
流
の
拡
大
が
期
待
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
新
た
な
交

流
拠
点
の
創
造
に
向
け
て
各
種
事
業
を
積
極
的

に
展
開
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

続
い
て
、(

仮
称)

小
美
玉
ス
ポ
ー
ツ
シ
ュ
ー

レ
公
園
整
備
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
年
度
、

議
員
や
関
係
団
体
の
代
表
、
市
民
、
有
識
者
等

の
参
画
を
得
て
、（
仮
称
）
小
美
玉
ス
ポ
ー
ツ

シ
ュ
ー
レ
公
園
基
本
計
画
等
策
定
委
員
会
と
２
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つ
の
専
門
部
会
を
設
置
し
、
活
発
な
議
論
を
重

ね
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
現
在
、
そ
こ
で
出
さ

れ
ま
し
た
多
様
な
意
見
を
集
約
し
つ
つ
、
基
本

計
画
の
取
り
ま
と
め
作
業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
こ
の
策
定
さ
れ
た
基
本
計
画
を

ベ
ー
ス
に
都
市
公
園
と
し
て
の
都
市
計
画
決
定

等
の
法
的
手
続
き
を
進
め
て
い
く
一
方
、
よ
り

具
体
的
な
調
査
設
計
に
入
っ
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
引
き
続
い
て
の
ご
指
導
と
ご
支
援
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
市
総
合
計
画
に
掲
げ
る
「
水
の
交
流

エ
リ
ア
」
の
形
成
を
図
る
目
的
で
、
本
年
度
着

手
し
た
霞
ヶ
浦
沿
岸
地
域
交
流
施
設
整
備
事
業

に
関
し
ま
し
て
は
、
議
会
を
は
じ
め
行
政
関
係

団
体
の
代
表
者
や
公
募
に
よ
る
市
民
等
の
参
画

を
得
て
、
現
在
、
基
本
構
想
の
最
終
案
づ
く
り

に
入
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
構
想
で
は
、
霞
ヶ
浦
の
広
大
な
湖
面
や
筑

波
山
を
望
む
景
観
等
、
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
に

最
大
限
配
慮
し
な
が
ら
、
そ
の
整
備
を
拙せ

っ
そ
く速

で

は
な
く
中
長
期
的
展
望
に
立
っ
て
計
画
的
に
進

め
て
い
く
こ
と
や
、
市
民
・
事
業
者
・
行
政
の

協
働
を
基
本
と
し
て
、
事
業
の
実
施
か
ら
管
理

運
営
、
評
価
ま
で
を
も
行
っ
て
い
く
と
い
う
新

た
な
取
り
組
み
方
が
提
案
さ
れ
る
と
伺
っ
て
お

り
ま
す
。

　
こ
れ
は
ま
さ
に
、
新
た
な
時
代
の
新
し
い
ま
ち

づ
く
り
の
手
法
に
も
通
じ
る
画
期
的
な
提
案
で
あ

り
、
是
非
と
も
こ
れ
を
具
体
化
す
る
た
め
の
取
り

組
み
を
展
開
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

  

さ
ら
に
、総
合
計
画
及
び
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
に
お
い
て
「
陸
の
交
流
エ
リ
ア
」
に
位

置
づ
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
羽
鳥
駅
周
辺
地
区
に

つ
き
ま
し
て
は
、
賑
わ
い
に
満
ち
た
交
流
空
間

の
形
成
を
図
る
と
と
も
に
、
駅
利
用
者
の
利
便

性
の
向
上
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
に
、
そ
の

具
体
的
な
整
備
内
容
を
織
り
込
ん
だ
基
本
設
計

を
市
民
と
の
協
働
に
よ
り
策
定
し
、
事
業
化
に

向
け
て
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
や
防
犯
・
防
災
へ
の
対
応
な
ど

地
域
社
会
の
課
題
は
山
積
し
て
お
り
、
公
共

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
政
が
一
元
的
に
担
う
こ

れ
ま
で
の
仕
組
み
は
、
も
は
や
成
り
立
た
な
く

な
ろ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
市
民
と
行
政
が
相
互
に
信
頼
と

協
調
に
基
づ
き
連
携
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を

分
担
し
合
い
な
が
ら
行
動
す
る
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、
本
市
で
は
市
民

と
行
政
が
対
等
な
立
場
に
立
ち
、
よ
き
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
役
割
を
分
担
し
、
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
を
ど
の
よ
う
に
推
進
し
て
い
く
の
か
を
市

民
協
働
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
い
う
具
体
的
な
行

動
計
画
と
し
て
ま
と
め
あ
げ
て
い
く
こ
と
に
し

て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
22
年
度

か
ら
市
民
と
の
協
働
に
よ
り
策
定
に
取
組
み
、

平
成
23
年
度
か
ら
の
施
行
を
目
指
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
向
け

て
、
引
き
続
き
、「
ま
ち
づ
く
り
組
織
支
援
事
業
」

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
平
成
21
年
度
は
新
た

に
４
団
体
を
ま
ち
づ
く
り
組
織
と
し
て
認
定
し
、

こ
れ
ら
28
団
体
が
実
施
す
る
30
事
業
に
対
し
て
財

政
的
支
援
を
行
い
ま
し
た
が
、
平
成
22
年
度
に
つ

き
ま
し
て
も
、
ま
ち
づ
く
り
組
織
の
認
定
数
を
増

や
し
な
が
ら
、
既
存
事
業
や
先
見
性
の
あ
る
新
規

事
業
へ
の
補
助
を
通
し
て
、
地
域
の
自
治
力
向
上

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進
で
ご
ざ

い
ま
す
。
平
成
21
年
度
、
小
美
玉
市
男
女
共

市税の内訳

市民税市民税
　24億 6665万円　24億 6665万円
固定資産税固定資産税
　30億 3675万円　30億 3675万円
軽自動車税 軽自動車税 
　1億 550万円　1億 550万円

市たばこ税　市たばこ税　
3億 2400万円3億 2400万円

合計合計
　59億 3290万円　59億 3290万円

１
．
み
ん
な
で
創
る
自
治
の
ま
ち

予備費
2,000 万円　0.1%
予備費
2,000 万円　0.1%
予備費
2,000 万円　0.1%

歳　出
一般会計予算額
189億2,940万円

歳　入
一般会計予算額
189億2,940万円

市　税
59億 3,290 万円

31.3%

市　税
59億 3,290 万円

31.3%

地方譲与税
3億 2,720 万円　1.7% 利子割交付金　2,100 万円　0.1%

地方消費税交付金
4億 5,710 万円　2.4%

ゴルフ場利用税交付金
5,600 万円　0.3%

自動車取得税交付金　8,700 万円　0.5%

国有提供施設等所在市町村助成交付金
3億 87万円　1.6%

地方特例交付金　7,300 万円　0.4%

地方交付税
44億 1,920 万円

23.3%

地方交付税
44億 1,920 万円

23.3%

分担金及び負担金
2億 6,559 万円　1.4%

使用料及び手数料　1億 8,413 万円　1.0%

国庫支出金
28億 7,689 万円

15.2%

国庫支出金
28億 7,689 万円

15.2%

県支出金
12億 2,095 万円

6.5%

県支出金
12億 2,095 万円

6.5%

繰入金　2,608 万円　 0.1%

繰越金　2億円　1.1%

諸収入
5億 2,120 万円　 2.8%

市　債
19億 3,410 万円

10.2%

市　債
19億 3,410 万円

10.2%

その他
2,619 万円　0.1％

議会費
1億 8,774 万円　1.0%

総務費
28億 9,159 万円

15.3%

総務費
28億 9,159 万円

15.3%

民生費
58億 31万円
30.6%

民生費
58億 31万円
30.6%

衛生費
15億 8,053 万円

8.3%

衛生費
15億 8,053 万円

8.3%

労働費
23万円　0.0%

農林水産業費
8億 837万円　4.3%

商工費
1億 2,335 万円　0.7%

土木費
19億 3,794 万円

10.2%

土木費
19億 3,794 万円

10.2%

消防費
11億 1,557 万円

5.9%

消防費
11億 1,557 万円

5.9%

教育費
28億 3,438 万円

15.0%

教育費
28億 3,438 万円

15.0%

災害復旧費
0万円　0.0%

公債費
16億 2,690 万円

8.6%

公債費
16億 2,690 万円

8.6%

諸支出金
249万円　0.0%

グラフに見る一般会計予算額グラフに見る一般会計予算額
189 億 2,940 万円189 億 2,940 万円
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同
参
画
推
進
計
画
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
今

後
は
、
こ
の
計
画
を
も
と
に
男
女
共
同
参
画
に

向
け
た
意
識
の
醸
成
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域

や
社
会
活
動
へ
の
女
性
の
参
画
拡
大
を
促
す
な

ど
、
家
庭
、
学
校
、
地
域
、
職
場
な
ど
に
お
け

る
男
女
平
等
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
の
男
女
共

同
参
画
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

 

　

道
路
体
系
の
整
備
を
計
画
的
に
進
め
、
地
域

間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
と
地
域
に
お
け
る
利

便
性
の
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
広
域
幹
線
道
路
整
備
事
業
と
し
て

行
っ
て
お
り
ま
す
、
仮
称
・
栗
又
四
ケ
線
に
つ

き
ま
し
て
は
、
道
路
詳
細
設
計
を
実
施
し
て
お

り
、
平
成
22
年
度
は
水
路
構
造
設
計
及
び
ボ
ー

リ
ン
グ
調
査
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
田
木
谷
上
玉
里
線
に
つ
き
ま
し
て
は
、

軟
弱
地
盤
解
析
及
び
構
造
物
設
計
を
実
施
し
て

お
り
、
平
成
22
年
度
は
用
地
買
収
を
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
と
し
ま
し

て
、
市
道
美
１
―
３
号
線
に
つ
き
ま
し
て
は
、

路
線
測
量
完
了
後
、
平
成
22
年
度
は
道
路
詳
細

設
計
を
実
施
す
る
ほ
か
、
各
幹
線
道
路
及
び
各

生
活
道
路
の
整
備
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
公
共
交
通
網
の
整
備
で
あ
り
ま
す
。
近

年
多
く
の
市
町
村
は
路
線
バ
ス
等
の
廃
止
に
伴

い
、
独
自
の
公
共
交
通
の
確
保
を
図
っ
て
お
り

ま
す
。
本
市
に
お
い
て
は
、
路
線
バ
ス
等
の
廃

止
は
な
い
も
の
の
、
合
併
後
の
公
共
交
通
空
白

地
域
が
多
く
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
平
成
20
年

度
に
実
施
し
た
「
市
民
生
活
動
向
調
査
（
市
民

ア
ン
ケ
ー
ト
）」
を
も
と
に
、
各
界
各
層
の
意

見
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
平
成
22
年
度
は
本
市

に
お
け
る
公
共
交
通
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
か
し
て
つ
跡
地
バ
ス
専
用
道
化
事
業

に
つ
き
ま
し
て
は
、
定
時
性
・
速
達
性
の
確
保
、

運
行
便
数
の
増
、
待
合
所
設
置
な
ど
の
利
便
性

の
向
上
、
沿
線
地
域
の
活
性
化
な
ど
を
目
的
に
、

鉄
道
敷
を
活
用
し
地
方
型
バ
ス
高
速
輸
送
シ
ス

テ
ム
を
採
用
し
て
の
「
バ
ス
専
用
道
化
」
を
進

め
て
お
り
、
６
月
ま
で
に
工
事
を
完
了
し
、
８

月
ご
ろ
か
ら
実
証
運
行
を
行
う
予
定
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
今
後
は
、
多
く
の
市
民
参
画
の
も

と
、
さ
ら
な
る
利
用
の
促
進
に
努
め
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

次
に
、
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
民

生
活
や
産
業
活
動
の
安あ

ん
ね
い寧

を
確
保
す
る
た
め
、

安
心
で
安
定
し
た
給
水
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
る
と

と
も
に
、
国
庫
補
助
金
や
企
業
債
を
活
用
し
て

老
朽
管
の
更
新
や
施
設
の
整
備
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
有
収
水
量
の
伸
び
悩
み
か
ら

一
層
の
経
営
効
率
化
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、
民

間
企
業
等
へ
の
一
部
業
務
委
託
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

次
に
、
下
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
公

共
下
水
道
事
業
と
し
ま
し
て
、
平
成
21
年
度
に

小
川
・
美
野
里
・
玉
里
の
各
処
理
分
区
で
設
計

業
務
委
託
や
管
路
延
長
８
，
１
０
０
ｍ
の
工
事

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
平
成
22
年
度
に
つ
き

ま
し
て
は
、
各
処
理
分
区
で
の
管
路
延
長
８
，

２
０
０
ｍ
の
工
事
及
び
平
成
21
年
度
に
管
路
工

事
を
行
っ
た
箇
所
の
路
面
本
復
旧
工
事
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
農
業
集
落
排
水
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
平
成
21
年
度
に
巴
中
部
地
区
の
飯
前
、
上

合
地
内
に
て
延
長
５
，
０
０
０
ｍ
の
管
路
布
設

工
事
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
平
成
22
年
度
工
事

に
つ
き
ま
し
て
は
、
飯
前
、
上
合
地
内
に
て
管

路
延
長
３
，
３
０
０
ｍ
の
工
事
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
処
理
場
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
23

年
度
の
完
成
を
目
指
し
、
平
成
22
年
度
は
処
理

施
設
本
体
の
基
礎
及
び
水
槽
部
の
工
事
着
手
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
戸
別
浄
化
槽
設
置
事
業
に
つ
き
ま

し
て
は
、
公
共
下
水
道
認
可
区
域
及
び
農
業
集

落
排
水
事
業
実
施
区
域
以
外
が
対
象
区
域
と
な

り
、
平
成
21
年
度
に
は
30
基
を
設
置
い
た
し
ま

し
た
。
平
成
22
年
度
に
つ
き
ま
し
て
も
、
新
た

に
30
基
の
設
置
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

 　

小
美
玉
市
で
は
、
市
民
の
安
全
・
安
心
を

確
保
す
る
た
め
、「
小
美
玉
市
地
域
防
災
計
画
」

に
基
づ
い
た
防
災
体
制
の
強
化
に
努
め
、
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
お
り
ま
す

が
、
想
定
さ
れ
る
様
々
な
災
害
へ
対
応
す
る
た

め
、「
小
美
玉
市
地
域
防
災
計
画
」
の
運
用
に

つ
き
ま
し
て
さ
ら
に
習
熟
す
る
と
と
も
に
、
市

民
の
防
災
に
対
す
る
理
解
と
防
災
意
識
の
高
揚

や
、
関
係
機
関
及
び
地
域
住
民
と
の
相
互
協
力

体
制
の
緊
密
化
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
今
年
１
月
に
関
係
機
関
・

団
体
及
び
市
民
の
皆
様
の
協
力
の
も
と
小
美
玉

市
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
平

成
22
年
度
以
降
に
つ
き
ま
し
て
も
、
こ
の
よ
う

な
防
災
訓
練
を
通
し
て
、
地
域
ぐ
る
み
の
防
災

体
制
の
強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
と
し
ま
し
て
は
、
各
種
の
災
害
に

確
実
・
迅
速
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
化
学
消
防

車
や
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を
配
備
し
、
消
防
力

の
強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
消
費
者
行
政
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市

民
が
消
費
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ

ぬ
よ
う
、
相
談
体
制
の
充
実
に
努
め
る
と
と
も

に
、
消
費
に
関
す
る
情
報
提
供
な
ど
の
啓
発
活

動
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

消
費
生
活
に
係
る
悪
質
商
法
の
手
口
が
ま
す

２
．
未
来
を
拓
く
快
適
・

便
利
な
ま
ち

３
．
う
る
お
い
の
あ
る
安
全
・

安
心
な
ま
ち

特別会計
　国民健康保険特別会計（事業） 58 億　906万円
　国民健康保険特別会計（直診） 1 億 9457万円
　老人保健特別会計 357 万円
　後期高齢者医療保険特別会計 3 億 6165万円
　下水道事業特別会計 18 億 4073万円
　農業集落排水事業特別会計 6 億 2848万円
　戸別浄化槽事業特別会計 6924 万円
　霊園事業特別会計 1576 万円
　介護保険特別会計（保険事業） 27 億 2425万円
　介護保険特別会計（介護サービス） 251 万円

企業会計

水道事業会計 ３条予算収入 7 億 9568万円
  支出 7 億 7120万円
 ４条予算収入 11 億 2783万円
  支出 14 億 2861万円
病院事業会計 ３条予算収入 3 億　941万円
  支出 2 億 6962万円
 ４条予算収入 0 万円
 支出 4439 万円

特別会計・企業会計
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ま
す
悪
質
・
巧
妙
化
し
、
消
費
者
被
害
が
後
を

絶
た
な
い
な
か
、
さ
ら
に
多
重
債
務
問
題
が
深

刻
な
社
会
問
題
と
な
り
、
地
方
自
治
体
の
取
組

み
が
重
要
と
さ
れ
る
状
況
下
に
お
い
て
、
小
美

玉
市
も
市
民
の
安
全
な
消
費
生
活
の
確
保
に
取

り
組
む
た
め
、
平
成
21
年
11
月
よ
り
小
美
玉
市

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
を
開
設
い
た
し
ま
し
た
。

　

高
齢
者
や
若
年
層
な
ど
は
特
に
被
害
を
受
け

や
す
い
こ
と
か
ら
、
想
定
さ
れ
る
状
況
に
応
じ

て
、
き
め
細
か
く
対
応
し
、
消
費
知
識
の
普
及

や
意
識
啓
発
に
力
を
入
れ
る
と
と
も
に
、
相
談

体
制
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
百
里
基
地
周
辺
地
域
の
生
活
環
境
の

向
上
を
図
る
再
編
交
付
金
事
業
と
い
た
し
ま
し

て
、
百
里
基
地
周
辺
地
区
の
公
民
館
の
建
築
工

事
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
平
成
21
年
度
に
つ
き

ま
し
て
は
、
百
里
自
営
・
前
野
・
下
吉
影
南
原

公
民
館
の
建
築
工
事
を
実
施
し
て
お
り
、
平
成

22
年
度
に
つ
き
ま
し
て
も
当
該
周
辺
地
区
２
箇

所
の
公
民
館
建
築
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
寿
荘
の
建
築
工
事
で
ご
ざ
い
ま
す

が
、
寿
荘
は
昭
和
49
年
に
開
設
以
来
、
36
年
が

経
過
し
、
老
朽
化
が
著
し
い
こ
と
か
ら
魅
力
的

な
施
設
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
い
た
し
ま
す
。

　

現
在
、
実
施
設
計
を
行
っ
て
お
り
、
平
成
22

年
度
か
ら
23
年
度
に
か
け
て
建
築
工
事
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

 

　

ご
承
知
の
と
お
り
、
わ
が
国
は
少
子
化
の
一

途
を
た
ど
っ
て
お
り
、
そ
の
背
景
と
し
て
子
育

て
の
負
担
感
の
増
大
や
仕
事
と
子
育
て
が
両

立
で
き
る
環
境
整
備
の
遅
れ
な
ど
が
あ
げ
ら
れ

て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
、
本

市
は
地
域
に
お
い
て
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み

育
て
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
を
目
指
し
、
保
育

サ
ー
ビ
ス
や
地
域
ぐ
る
み
の
子
育
て
環
境
の
充

実
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
か
ら
は
、
新
規
事
業
と
し
ま
し

て
、
中
学
校
終
了
ま
で
の
児
童
を
対
象
に
子
ど

も
手
当
の
支
給
を
開
始
い
た
し
ま
す
。

　

子
ど
も
手
当
に
つ
き
ま
し
て
は
、
児
童
手
当

分
を
児
童
手
当
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
国
・
地

方
・
事
業
主
が
費
用
を
負
担
し
、
そ
れ
以
外
の

費
用
全
額
を
国
が
負
担
す
る
内
容
と
な
っ
て
お

り
、
手
当
の
支
給
が
円
滑
に
進
む
よ
う
取
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
子
育
て
環
境
の
充
実
と
い
た
し
ま
し

て
、
親
同
士
が
自
由
に
交
流
で
き
る
場
所
の
提

供
や
、
日
常
的
な
子
育
て
の
相
談
を
行
う
子
育

て
広
場
推
進
事
業
、
さ
ら
に
家
庭
児
童
相
談
事

業
に
よ
り
、
児
童
虐
待
や
不
登
校
な
ど
専
門
的

な
技
術
を
必
要
と
す
る
業
務
を
行
う
家
庭
相
談

員
を
福
祉
事
務
所
へ
配
置
す
る
と
と
も
に
、
家

庭
児
童
相
談
室
を
設
置
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
妊
婦
委
託
健
診
・
乳
幼
児
健
診
の
充
実

や
受
診
率
の
向
上
に
努
め
、
子
ど
も
の
健
や
か
な

心
身
の
発
育
と
、
育
児
不
安
の
解
消
等
、
相
談
体

制
や
指
導
内
容
を
充
実
し
、
き
め
細
や
か
な
子
育

て
支
援
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
民
間
保
育
所
補
助
事
業
と
い
た
し

ま
し
て
、
民
間
保
育
所
に
お
け
る
保
育
内
容
の

充
実
強
化
を
図
り
、
多
様
な
保
育
ニ
ー
ズ
に
対

応
す
る
た
め
、
通
常
保
育
以
外
の
保
育
サ
ー
ビ

ス
を
実
施
す
る
民
間
保
育
所
へ
費
用
の
一
部
を

補
助
い
た
し
ま
す
。

　

次
に
、
市
民
の
誰
も
が
い
き
い
き
と
暮
ら
せ

る
よ
う
、
健
康
づ
く
り
を
支
援
す
る
成
人
保
健

事
業
と
い
た
し
ま
し
て
、
住
民
健
康
診
査
や
、

胃
・
大
腸
・
腹
部
超
音
波
健
診
、
子
宮
・
乳
が

ん
健
診
な
ど
の
成
人
期
の
健
診
体
制
の
充
実
を

図
る
と
と
も
に
、
健
康
運
動
指
導
士
を
講
師
と

す
る
運
動
教
室
や
、
管
理
栄
養
士
を
中
心
に
実

施
す
る
栄
養
教
室
、
そ
の
他
、
各
地
区
公
民
館

４
．
ぬ
く
も
り
に
あ
ふ
れ
る

健
や
か
な
ま
ち

１．みんなで創る自治のまち
　○住民参加のまちづくり事業｛まちづくり組織活動

補助金｝
　○コミュニティ活動活性化事業｛ふるさとふれあい
まつりへの助成｝

２．未来を拓く快適・便利なまち 
　○広域幹線道路整備事業    
｛羽鳥宿張星線・（仮称）栗又四ケ線等の道路改良｝

　○市道・排水整備事業 { 一般市道 ( 市道美 1－ 8号線
外の道路改良）・排水路の整備 }

　○特定防衛施設周辺整備調整交付金事業 {30266 号線
外の道路改良 }

　○下水道事業 

３．うるおいのある安全・安心なまち
　○再編交付金事業｛道路改良、基地周辺地区公民館

および寿荘の建設、公民館地区集会施設維持管理
基金等の積立｝

　○消防施設の整備｛化学消防車の配備｝
　○消費者対策推進事業 { 消費者センター設置に伴い
消費生活専門相談員の配置 }

平成22年度予算の主な事業
４．ぬくもりにあふれる健やかなまち
　○国民健康保険特別会計への繰出し
　○介護保険特別会計への繰出し
　○障害者自立支援事業（補助）｛自立支援給付費等｝
　○民間保育所入所児童の委託
　○医療福祉扶助事業｛父子家庭 ･母子家庭 ･障害者 ･
妊産婦・乳幼児に対する医療費軽減制度｝

５．活力に満ちた産業のまち
　○茨城空港の利用促進 { 空港の広報 ･ 啓発、協議会
の活動支援、騒音対策補助等 }

　○水田農業構造改革対策補助事業｛転作実施等に対
する補助金｝

６．個性豊かな教育・文化のまち
　○児童手当・児童扶養手当・子ども手当の支給
　○自主文化事業｛コンサートの開催・学校芸術鑑賞
事業・文化団体等の育成｝

　○給食共同調理場施設整備事業
　○小学校建設事業 { 堅倉小学校、上吉影小学校、納
場小学校｝

　○中学校建設事業 { 小川南中学校｝
　○放課後児童対策事業
　○放課後こども教室事業 
　○新入学児童用ランドセル購入事業
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等
で
の
健
康
相
談
な
ど
、
各
種
健
康
教
室
・
健

康
相
談
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
母
子
保
健
事
業
と
い
た
し
ま
し
て
、

乳
幼
児
の
発
育
・
発
達
や
育
児
に
関
す
る
相
談

指
導
や
情
報
提
供
、
乳
児
家
庭
全
戸
訪
問
な
ど

の
相
談
体
制
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
妊
娠
・

出
産
・
育
児
に
関
す
る
実
技
及
び
保
健
指
導
を

実
施
す
る
「
ハ
ロ
ー
ベ
ビ
ー
教
室
」
や
、
言
葉

の
遅
れ
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
問
題
な
ど

を
抱
え
る
親
子
に
対
し
支
援
を
行
う
コ
ス
モ
ス

教
室
な
ど
、
各
種
教
室
の
指
導
内
容
を
充
実
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
予
防
接
種
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
三

種
混
合
ワ
ク
チ
ン
、
麻
し
ん
・
風
し
ん
混
合
ワ

ク
チ
ン
な
ど
各
種
予
防
接
種
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
高
齢
者
及
び
子
ど
も
の
季
節
性
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
行
い
、
疾
病
の
発
生

及
び
ま
ん
延
予
防
の
対
策
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

次
に
、
高
齢
者
福
祉
の
充
実
と
い
た
し
ま
し

て
、
高
齢
者
が
い
き
い
き
と
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
介
護
予
防
の
視
点
に
よ
る
高
齢
者
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
再
構
築
を
図
る
と
と
も
に
、
独

居
老
人
に
対
す
る
「
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の
整

備
」、「
配
食
サ
ー
ビ
ス
」
及
び
「
愛
の
定
期
便
」

事
業
等
に
よ
り
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
安
心
し
て
生
活
が
送
れ
る
よ
う
支
援
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
　

 

　　

冒
頭
で
も
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
茨

城
空
港
の
利
用
促
進
に
つ
き
ま
し
て
、
県
と
の

連
携
の
も
と
、
茨
城
空
港
の
周
知
活
動
に
よ
る

認
知
度
の
向
上
、
利
用
者
の
確
保
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
に
関
し
ま
し
て
は
「
小
美
玉
市
茨
城

空
港
利
用
促
進
協
議
会
」
の
活
動
を
支
援
す
る

と
と
も
に
、
特
産
品
開
発
や
観
光
振
興
な
ど
に

係
る
新
た
な
方
策
の
提
言
の
実
現
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
併
せ
て
、
地
場
産
業
、
観
光
資
源
、
歴

史
な
ど
の
地
域
資
源
の
有
効
な
活
用
を
検
討
し
、

地
域
活
性
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。　

　
さ
ら
に
、
県
内
唯
一
の
臨
空
型
工
業
団
地
と
い

う
特
徴
や
、
鹿
島
港
・
ひ
た
ち
な
か
港
に
近
接
し

て
い
る
と
い
う
地
理
的
条
件
を
活
か
し
、
空
港
周

辺
地
域
へ
の
産
業
集
積
を
図
る
べ
く
県
主
体
の
工

業
団
地
で
あ
る
「
茨
城
空
港
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
」
の

周
辺
整
備
を
推
進
し
、
県
と
連
携
し
た
積
極
的
な

企
業
誘
致
を
展
開
し
新
た
な
産
業
拠
点
と
し
て
企

業
立
地
を
促
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
地
元
商
業
・
工
業
の
振
興
を
図
る
中

小
企
業
活
性
化
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
中
小

事
業
者
が
低
利
で
利
用
で
き
る
自
治
金
融
制
度

を
維
持
・
継
続
し
、
借
入
時
の
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
、
借
入
時
に
必
要
な
信
用
保
証
料
の
補

助
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
本
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
に
つ

き
ま
し
て
は
、
総
合
的
な
農
業
生
産
基
盤
及
び

流
通
基
盤
の
整
備
を
図
り
、
安
全
・
安
心
で
付

加
価
値
の
高
い
農
産
物
の
生
産
地
を
目
指
す
と

と
も
に
、
担
い
手
農
家
が
自
信
を
も
っ
て
農
業

経
営
に
取
り
組
め
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

市
農
業
の
更
な
る
振
興
を
図
る
た
め
、
特
に
、

生
産
組
織
の
整
備
強
化
、
生
産
技
術
の
向
上
、

米
、
レ
ン
コ
ン
な
ど
の
主
要
農
作
物
の
品
質
向

上
を
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
農
業
振
興
補
助
事
業
と
い
た
し
ま
し

て
、
農
業
経
営
基
盤
強
化
資
金
等
の
利
子
助
成

や
、
病
害
虫
防
除
等
の
補
助
金
を
交
付
し
、
安

全
・
安
心
な
農
産
物
の
生
産
と
安
定
供
給
と
と

も
に
農
業
経
営
の
安
定
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

 　

ま
ず
、
放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
事
業
に
つ
き

ま
し
て
は
、
就
労
等
に
よ
り
昼
間
保
護
者
が
家

庭
に
い
な
い
小
学
生
を
対
象
に
、
児
童
の
健
康

管
理
や
健
全
育
成
を
行
う
放
課
後
児
童
対
策
事

業
と
放
課
後
子
ど
も
教
室
推
進
事
業
を
一
体
的

あ
る
い
は
連
携
し
て
、
総
合
的
な
放
課
後
対
策

事
業
と
し
て
全
小
学
校
区
で
実
施
し
て
お
り
ま

す
。

　

放
課
後
等
の
子
ど
も
た
ち
の
安
全
で
健
や
か

な
居
場
所
づ
く
り
の
た
め
、
指
導
員
を
配
置
し
、

地
域
の
方
々
の
参
画
を
得
て
、
学
習
や
体
験
活

動
・
文
化
活
動
、
地
域
と
の
交
流
活
動
な
ど
に

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
が
、
今
後
は
、
指
導
員

の
質
の
向
上
の
た
め
、
研
修
会
等
の
開
催
や
情

報
交
換
の
場
の
設
置
の
ほ
か
、
事
業
を
推
進
す

る
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
地
域
の
方
々
の
協

力
を
依
頼
す
る
と
と
も
に
、
運
営
委
員
会
な
ど

の
設
置
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
次
に
、
学
校
施
設
の
耐
震
化
・
老
朽
化
対
策
事

業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
児
童
生
徒
が
一
日
の
大
半

を
過
ご
す
活
動
の
場
で
あ
る
と
と
も
に
、
非
常
災

害
時
に
は
地
域
住
民
の
応
急
避
難
場
所
と
し
て
の

役
割
を
果
た
す
こ
と
か
ら
、
そ
の
安
全
性
の
確
保

は
極
め
て
重
要
で
あ
り
、
耐
震
化
の
推
進
が
喫
緊

の
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
小
中
学
校
と
幼
稚
園

の
校
舎
や
体
育
館
、
全
59
棟
中
、
耐
震
上
問
題
の

あ
る
棟
数
が
29
棟
あ
る
こ
と
か
ら
、
平
成
22
年
度

は
す
で
に
実
施
い
た
し
ま
し
た
耐
震
度
調
査
及
び

耐
震
診
断
を
基
に
整
備
基
本
計
画
を
策
定
し
、
年

次
計
画
に
よ
り
計
画
的
に
改
築
補
強
工
事
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
早
急
に
対
応
が
必
要
な

小
川
北
中
学
校
に
つ
き
ま
し
て
は
、
実
施
設
計
の

委
託
を
、
堅
倉
小
学
校
に
つ
き
ま
し
て
は
、
改
築

工
事
に
着
手
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

　

次
に
、
小
美
玉
市
学
校
給
食
共
同
調
理
場
整

備
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
学
校
給
食
内
容
を
統

一
化
す
る
こ
と
で
、
食
育
を
通
し
て
食
へ
の
正
し

い
理
解
と
望
ま
し
い
食
習
慣
を
身
に
つ
け
る
と
と

も
に
、
地
産
地
消
を
促
し
、
学
校
給
食
へ
の
供
給

率
の
向
上
を
推
進
す
る
な
ど
、
地
域
に
貢
献
で
き

る
拠
点
づ
く
り
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

現
在
ま
で
に
建
設
工
事
の
う
ち
、
造
成
工
事

が
完
了
し
て
お
り
、
平
成
22
年
度
９
月
１
日
の

供
用
開
始
を
目
指
し
て
建
物
本
体
の
建
築
工
事

及
び
機
械
設
備
工
事
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
小
川
・
美
野
里
地
区
の
幼
稚
園
、
小

中
学
校
の
給
食
約
４
，
７
０
０
食
分
を
計
画
し

て
お
り
ま
す
。

 　　

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
な
ど
、
本
市
を
取

り
巻
く
社
会
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
な

か
、
防
災
・
交
通
対
策
や
、
子
育
て
支
援
、
環

境
対
策
な
ど
、
新
た
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
市
民
の
皆
様
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
、
収
支
の
均
衡
に
配
慮
し
つ
つ
、
計
画
的
・

弾
力
的
な
財
政
運
営
を
行
う
と
と
も
に
、
職
員
の

意
識
改
革
・
資
質
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

一
方
、
広
域
行
政
の
推
進
に
あ
た
り
ま
し
て

は
、
様
々
な
行
政
課
題
に
広
域
的
な
視
点
か
ら

効
率
的
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
関
係
自
治
体

と
連
携
・
協
力
の
維
持
発
展
に
努
め
な
が
ら
広

域
行
政
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
へ
の
的
確
な
情
報
提
供
を
行
う

た
め
、
市
の
施
策
・
事
業
の
情
報
や
、
予
算
に

関
す
る
情
報
な
ど
の
行
政
情
報
に
つ
き
ま
し
て

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
利
用
し
積
極
的
に
提
供
し

て
ま
い
り
ま
す
。

５
．
活
力
に
満
ち
た
産
業
の
ま
ち

６
．
個
性
豊
か
な
教
育
・

文
化
の
ま
ち

７
．
信
頼
で
築
く
自
主
・

自
立
の
ま
ち
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『
子
ど
も
手
当
』
の
支
給
は
平
成

『
子
ど
も
手
当
』
の
支
給
は
平
成
2222
年
４
月
か
ら

年
４
月
か
ら

○
対
象
者

　

中
学
校
修
了
ま
で
の
す
べ
て
の
子
ど
も
（
15

歳
の
誕
生
日
以
後
の
最
初
の
３
月
末
日
ま
で
）

○
支
給
月
額　
　

　

一
律
１
３
，
０
０
０
円

　

※
平
成
23
年
３
月
ま
で
の
手
当
月
額
で
す
。

○
支
給
時
期

　

６
月
・
10
月
・
翌
年
２
月

　

※
６
月
に
つ
い
て
は
、
児
童
手
当
（
２
月
、

３
月
分
）
と
子
ど
も
手
当
（
４
月
・
５
月

分
）
が
併
せ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

○
申
請
手
続

　

♦
現
在
、
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
な
い
方

　
　
　

該
当
者
に
は
、
４
月
中
に
『
子
ど
も
手

当
』
の
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
。
必
要
事

項
を
ご
記
入
の
う
え
、
同
封
の
封
筒
に
て

ご
返
送
く
だ
さ
い
。

　

♦
現
在
、
児
童
手
当
を
受
給
中
の
方

　
　

①
４
月
か
ら
中
学
校
２
年
生
・
３
年
生
に

な
る
兄
姉
を
養
育
し
て
い
る
方

　
　
　

該
当
者
に
は
、
４
月
中
に
『
子
ど
も
手

当
』
の
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
。
必
要
事

項
を
ご
記
入
の
う
え
、
同
封
の
封
筒
に
て

ご
返
送
く
だ
さ
い
。

　
　

②
12
歳
以
下
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方

　
　
　
「
子
ど
も
手
当
」
の
申
請
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に

６
月
中
に
児
童
手
当
の
現
況
届
の
提
出
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

保
健
福
祉
部　

子
ど
も
福
祉
課

　

☎
４
８
―
１
１
１
１

　
　

内
線
３
２
２
７
、３
２
２
８

　

詳
し
く
は
「
広
報
お
み
た
ま
お
知
ら
せ
版
」

（
４
／
28
発
行
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

平
成
21
年
度

小
美
玉
市
教
育
論
文
表
彰
式

15
分
団
に
水
槽
付

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を
配
備

　

市
教
育
委
員
会
と
市
教
育
研
究
会
の
共
催
に

よ
る
教
育
論
文
表
彰
式
が
、
３
月
３
日
、
小
川

総
合
支
所
大
会
議
室
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
年
度
は
、
市
内
各
小
中
学
校
か
ら
22
点

の
応
募
が
あ
り
、
ど
の
論
文
も
優
劣
つ
け
が
た

く
、第
三
次
審
査
ま
で
の
慎
重
な
審
査
の
結
果
、

最
優
秀
１
点
、
優
秀
２
点
、
優
良
３
点
、
佳
作

６
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
こ
の
論
文
事
業
は
、

教
育
研
究
活
動
の
奨
励
と
向
上
を
図
る
た
め
昨

年
度
よ
り
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
益
々
発

展
し
、
子
ど
も
の
成
長
に
大
い
に
役
立
つ
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。　

　

２
月
13
日
、小
美
玉
市
消
防
団
第
15
分
団（
旧

小
美
玉
市
玉
里
消
防
団
第
３
分
団
）
に
新
し
い

水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
が
配
備
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
自
動
車
は
最
新
の
消
防
ポ
ン
プ
機
能

を
備
え
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
火
災
に

迅
速
な
対
応
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

早
速
、団
員
の
皆
さ
ん
は
試
運
転
等
を
行
い
、

万
一
災
害
が
発
生
し
た
と
き
に
直
ち
に
活
動
で

き
る
よ
う
、操
作
の
熟
練
に
励
ん
で
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
児
童
手
当
に
変
わ
り
、平
成
22
年
４
月
１
日
か
ら『
子
ど
も
手
当
』を
支
給
し
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
こ
れ
ま
で
の
児
童
手
当
に
変
わ
り
、
次
世
代
の
社
会
を
担
う
子
ど
も
１
人
ひ
と

り
の
育
ち
を
社
会
全
体
で
応
援
す
る
観
点
か
ら
、
中
学
校
修
了
ま
で
の
子
ど
も
を
対
象
に
、
１
人

に
つ
き
一
律
月
額
１
３
，
０
０
０
円
を
支
給
す
る
も
の
で
す
。
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小
ホ
ー
ル
で
は
、ふ
る
さ
と
の
味
の
紹
介（
試

食
会
）
が
行
わ
れ
、
市
食
生
活
改
善
推
進
協
議

会
と
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
小
川
の
皆
さ
ん
の
協
力
で

地
元
の
特
産
品
を
使
っ
た
レ
ン
コ
ン
ケ
ー
キ
や

ニ
ラ
玉
汁
な
ど
が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

区
長
会
会
長
で
も
あ
り
市
民
の
日
実
行
委
員

長
の
緑
川
忠
雄
氏
は
、
あ
い
さ
つ
の
中
で
、
４

周
年
を
記
念
し
て
官
民
協
働
で
製
作
し
、
市
内

１
１
９
行
政
区
を
一
つ
一
つ
紹
介
し
た
「
小
美

玉
市
１
１
９
（
い
い
区
）
マ
ッ
プ
」
を
行
政
区

に
加
入
す
る
全
世
帯
に
配
布
す
る
の
で
、
ぜ
ひ

市
民
の
一
体
感
醸
成
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
話

し
ま
し
た
。

　

島
田
市
長
は
、「
情
報
共
有
、
参
画
、
協
働

を
基
本
に
住
ん
で
み
た
い
、住
ん
で
良
か
っ
た
、

こ
れ
か
ら
も
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
ま
ち
づ

く
り
に
努
め
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

市
表
彰
を
受
け
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で

す
。

【
一
般
表
彰
】

幡
谷　

祐
一 

（
公
益
の
た
め
多
額
の
寄
付
）

本
田　

昌
也 

（
公
益
の
た
め
多
額
の
寄
付
）

幡
谷　

浩
史 

（
公
益
の
た
め
多
額
の
寄
付
）

細
井　

春
江 

（
体
育
指
導
委
員
）

京
川　

舞

　
（
Ａ
Ｆ
Ｃ(

ア
ジ
ア
サ
ッ
カ
ー
連
盟)　

Ｕ-

16
女
子
選
手
権
２
０
０
９
タ
イ

　

第
３
位
同
大
会
得
点
王
）

　

３
月
27
日
、
小
川
文
化
セ
ン
タ
ー
（
ア
ピ

オ
ス
）
に
お
い
て
、
平
成
18
年
３
月
27
日
に

小
美
玉
市
が
誕
生
し
て
４
周
年
を
迎
え
る
こ

と
を
記
念
し
、「
小
美
玉
市
民
の
日
」
記
念
事

業
（
小
美
玉
市
民
の
日
実
行
委
員
会
主
催
）

が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

記
念
事
業
は
３
部
構
成
で
行
わ
れ
、
第
１

部
で
は
、
市
の
振
興
・
発
展
に
寄
与
さ
れ
た

方
々
の
表
彰
な
ら
び
に
叙
勲
・
褒
章
の
受
賞

者
の
功
績
を
た
た
え
、
表
彰
者
５
名
、
功
績

者
10
名
に
島
田
市
長
か
ら
花
束
な
ど
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　

第
２
部
で
は
、
昨
年
５
月
に
亡
く
な
ら
れ

た
日
本
を
代
表
す
る
き
り
え
作
家
、
滝
平
二

郎
氏
（
旧
玉
里
村
出
身
）
を
偲
び
、
氏
が
遺

さ
れ
た
ふ
る
さ
と
小
美
玉
市
の
四
季
折
々
の

作
品
を
、
地
元
の
子
ど
も
た
ち
の
歌
声
で
紹

介
す
る
「
あ
り
が
と
う
滝
平
二
郎
〜
き
り
え

と
合
唱
と
朗
読
と
太
鼓
で
お
く
る 

ふ
る
さ
と

の
四
季
〜
」
が
１
時
間
に
わ
た
り
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

合
唱
の
子
ど
も
た
ち
は
、
公
募
に
よ
り
市

内
か
ら
集
ま
っ
た
小
学
４
年
生
か
ら
６
年
生

ま
で
の
40
名
で
構
成
さ
れ
、
作
品
を
紹
介
す

る
た
め
、
１
月
か
ら
何
度
も
練
習
に
励
ん
で

き
ま
し
た
。
ま
た
、
代
表
作
「
花
さ
き
山
」

の
朗
読
を
滝
平
氏
の
出
身
地
、
玉
里
地
区
の

朗
読
グ
ル
ー
プ
「
ひ
こ
う
せ
ん
」
が
行
い
、

氏
の
生
ま
れ
育
っ
た
霞
ヶ
浦
周
辺
や
そ
こ
か

ら
望
む
筑
波
山
な
ど
ふ
る
さ
と
の
四
季
の
風

景
を
映
像
と
灯
ろ
う
で
紹
介
し
、
あ
た
た
か

く
て
ど
こ
か
懐
か
し
い
氏
の
き
り
え
作
品
の

持
つ
独
特
の
味
わ
い
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　

第
３
部
で
は
、
茨
城
空
港
開
港
を
祝
し
て
、

ア
シ
ア
ナ
航
空
茨
城
支
店
よ
り
贈
ら
れ
た
「
韓

国
ペ
ア
往
復
航
空
券
」
や
最
高
級
の
「
お
み

た
ま
プ
リ
ン
」
な
ど
豪
華
賞
品
が
当
た
る
抽

選
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

平
成
平
成
2121
年
度
表

年
度
表  

彰彰  

者者  
((

敬
称
略
、
順
不
同

敬
称
略
、
順
不
同))

「
小
美
玉
市
民
の
日
」
記
念
事
業
を
開
催

「
小
美
玉
市
民
の
日
」
記
念
事
業
を
開
催

市
誕
生
４
周
年
を
祝
い
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
を
誓
う

市
誕
生
４
周
年
を
祝
い
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
を
誓
う
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【
功
績
者
表
彰
】

■
教
育
研
究
功
労

　

瑞
宝
中
綬
章

　
　

高
野　

恒
雄
（
筑
波
大
学
名
誉
教
授
）

■
防
衛
功
労

　

瑞
宝
単
光
章　

滑
川　

豊
（
元
３
等
空
尉
）

■
教
育
功
労

　

正
六
位
・
瑞
宝
双
光
章

　
　

(

故)

倉
田　

真
輔(

元
玉
造
町
立
現
原
小
学
校
長)

■
地
方
自
治
功
労　

　

旭
日
双
光
章

　
　

橋
本　

正
規
（
元
小
美
玉
市
議
会
議
員
）

■
郵
政
事
業
功
労

　

瑞
宝
双
光
章

　
　

郡
司　

保
之
（
元
特
定
郵
便
局
長
）

■
消
防
功
労

　

瑞
宝
単
光
章

　
　

皆
藤　

泰（
元
美
野
里
町
消
防
団
副
団
長
）

■
防
衛
功
労

　

瑞
宝
単
光
章

　
　

菊
池　

富
治
（
元
３
等
空
尉
） 

　

瑞
宝
単
光
章

　
　

京
増　

澄
廣
（
元
３
等
空
尉
）

　

瑞
宝
単
光
章　

　
　

佐
々
木　

実
（
元
３
等
空
尉
） 

　

瑞
宝
単
光
章

　
　

田
山　

正
治
（
元
准
空
尉
）

■
矯
正
業
務
功
労

　

瑞
宝
単
光
章

　
　

名
和　

芳
弘
（
元
法
務
事
務
官
）

■
地
方
自
治
功
労
・
農
業
振
興
功
労

　

旭
日
双
光
章

　
　

田
山　

一
男
（
元
小
川
町
議
会
議
員
） 

■
業
務
精
励

　

黄
綬
褒
章

　
　

住
田　

俊
夫

　
　
（
日
立
プ
ラ
ン
ト
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
主
任
）

■
紅
綬
褒
章

　

更
生
保
護
功
績

　
　

前
野　

隆
（
保
護
司
）

■
読
書
活
動
優
秀
実
践
団
体

　

文
部
科
学
大
臣
表
彰 

　
　

絵
本
と
お
は
な
し
の
会
夢
ポ
ケ
ッ
ト

　
　

代
表　

田
村　

智
子

平
成
平
成
2121
年
度
功

年
度
功  

績績  

者者

((

敬
称
略
、
順
不
同

敬
称
略
、
順
不
同))

　「小美玉市民の日実行委員
会」では、「小美玉市民の日」
の記念事業の一環として市内
にある 119 の行政区を１つ１
つ紹介する『小美玉市 119( い
い区 ) マップ』を市と株式会
社ゼンリンと官民協働で発行
しました。
　他の行政区のことは、よく
知らない、わからないといっ
た中、各行政区から新鮮な情
報を提供していただき地図情
報と併せて紹介していますの
で、ぜひご活用ください。

「
小
美
玉
市
１
１
９
（
い
い
区
）
マ
ッ
プ
」
が
完
成
し
ま
し
た

「
小
美
玉
市
１
１
９
（
い
い
区
）
マ
ッ
プ
」
が
完
成
し
ま
し
た

美野里中学校吹奏楽部によるオープニング演奏 ふるさとの四季を表現する
きりえ灯ろう

「花さき山」を朗読する
ひこうせんの小玉知子さん

119（いい区）少年少女合唱団

一番ラッキーな親子！
ペアチケットが大当たり

抽選会！
だれに当たるかな？

抽選会でニラせんべい
をゲット！！

ふるさとを最後に全員で合唱

花模様のようにきれいな
レンコンケーキ、おいし
かったです

小川太鼓の元気っ子グループの皆さんがお話を盛り上げました
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３
月
26
日
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
29
人
の
新

し
い
農
業
委
員
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
会
は
、
法
律
に
よ
っ
て
市
町
村
に

設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
行
政
委
員
会

で
、選
挙
委
員
と
選
任
委
員
に
よ
り
構
成
さ
れ
、

農
政
の
普
及
促
進
を
図
る
役
割
を
も
っ
て
い
ま

す
。

　

農
業
委
員
は
、
農
業
に
関
す
る
相
談
を
受
け

た
り
、
農
地
の
権
利
移
動
や
転
用
な
ど
に
つ
い

て
審
議
し
た
り
し
ま
す
。

新　

農
業
委
員
を
紹
介
し
ま
す

新　

農
業
委
員
を
紹
介
し
ま
す

議席番号 役職名 氏　名 住　所 備　考
1 伊　藤　信　行 佐 才
2 島　田　正　一 羽 鳥
3 細　谷　重　男 下 吉 影
4 谷　内　雅　美 大 谷
5 吉　田　一　夫 野 田 農協推薦
6 橋　本　　勝　 上 玉 里
7 髙　﨑　芳　行 上 玉 里
8 川　名　正　行 羽 鳥
9 岩　渕　　昭　 大 笹 農業共済推薦
10 朝　倉　実　行 柴 高 議会推薦
11 村　田　　清　 羽 鳥
12 幡　谷　邦　雄 宮 田 議会推薦
13 長谷川　敏　夫 栗 又 四 ケ 農業共済推薦
14 飯　塚　一　夫 寺 崎
15 立　原　　幹　 柴 高
16 田　上　光　一 飯 前
17 関　口　輝　門 西 郷 地 農協推薦
18 大　島　光　一 竹 原 下 郷 土地改良推薦
19 大　槻　賢　一 高 崎 農協推薦
20 宮　内　晃　一 中 台
21 小　林　弘　嗣 堅 倉
22 廣　戸　彰　德 羽 鳥
23 阿　部　正　芳 羽 刈
24 田　中　利　文 与 沢
25 木　村　重　成 橋 場 美
26 細　山　美　好 野 田
27 職務代理者 上　田　　稔　 下 玉 里
28 職務代理者 山　下　　明　 倉 数 議会推薦
29 会 長 佐　久　一　雄 竹 原

（敬称略）



13 平成 22年４月 15日　広報おみたま

子宮がん・乳がん検診　申込みのお知らせ
　乳がんは女性のがんとしてかかる率が１位となっており、早期発見・早期治療が重要です。また、子宮がんは死
亡率が減少しているにもかかわらず、最近では 20代の若い世代の発症が増えています。対象年齢になりましたら、
年に１回は検診を受けましょう。

対象者 検診内容
20歳以上の女性 子宮頚部の細胞診

　◆対象者・検診内容
　　＜子宮がん検診＞

　　＜乳がん検診＞

対象者
検診内容

視触診 超音波
検査

マンモ
グラフィ

30～ 39歳の女性
○ ○

視触診と超音波検査のセット検診

40～ 56歳 〃 
（○）※ ○ ○※

マンモグラフィは２年に１度
（昨年受診者は超音波検査のみ）

57歳以上   〃 
○※ ○※

視触診とマンモグラフィのセッ
ト検診（２年に１度の検診）

※無料クーポン券対象の方は、視触診とマンモグラフィ
の両方実施となります。

　◆個人負担金

　◆申込み注意事項

子宮がん検診
乳がん検診

視触診 超音波検査 マンモ
グラフィ

500円 500円 500円 500円
※無料クーポン券をお持ちの方は、該当項目のみが無料となります。
※ 75歳以上、身障手帳１・２級、療育手帳Aのつく方、生活保護の方は無料

・「不正出血・異常なおりもの」や乳房の「しこり・痛み」
など自覚症状がある方、毎回精密検査になる方は、直接
医療機関を受診しましょう。

・乳がん検診は授乳中の方でも検査できますが、しこり等がある場合は検査できないことがあります。
・妊娠中の方は対象外となります。
・今年４月以降に他の医療機関（人間ドック・病院・企業等）で受診済み・受診予定の方は受けられません。
・各検診の１日定員数が決まっていますので、ご希望の検診日にならない場合があります。ご了承下さい。

　◆申込期間
　　５月 11日（火）～ 21日（金）平日　午前８時 30分～午後５時 15分（土日を除く）
　　＊定員になり次第締め切らせていただきます。
　　＊ 11月の子宮がん・乳がん検診については、「広報おみたま 9月号」（9／ 9発行予定）でご確認ください。

会　場 四季健康館 小川保健相談
センター

玉里保健福祉
センター

受付時間 午後 0時 15分～１時

日 程

６月 　２日（水）
　３日（木）

　４日（金）
　５日（土）

７月

２０日（火）
２１日（水）
２２日（木）
２３日（金）
２４日（土）
２８日（水）
２９日（木）

　９日（金）
１０日（土）
３０日（金）
３１日（土）

８月 １７日（火）
１８日（水）

９月
　１日（水）
　２日（木）
１０日（金）

１２日（日）
１３日（月）

11月 　６日（土）

　◆検診日程・会場

●平成21年度
　子宮・乳がん検診を受診していない方

　◎ご希望の会場へお申し込みください。
　　後日問診票一式を送付します。

●平成 20年度 
　乳がん検診を受診した 57歳以上の方
●平成 21年度
　子宮がん・乳がん検診を受診した方
　※平成21年度に乳がん検診を受診した57歳以上の

方は、平成22年度の乳がん検診は受診できません

　◎後日、問診票一式を送付します。

四季健康館（健康増進課）☎４８－０２２１
小川保健相談センター☎５８－１４１１

玉里保健福祉センター☎４８－１１１１　内線３３１０・３３１１

　◆申込先
　　ご希望の検診会場へ、電話または直接窓口にてお申
込みください 

平成22年度：申込みが必要な方 平成22年度：申込みが必要でない方
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特定健康診査（集団 健診）がはじまります健診）がはじまります
●健診の受け方●

国民健康保険加入の方
受診券・被保険者証・個人負担金・生活機能評価問診票（満 66歳以上の方）を
お持ちになり会場へお越しください。
＊受診券は、オレンジ色の封筒で５月上旬に個人ごと送付します。

国民健康保険以外の方
医療保険者から届いた受診券・被保険者証・保険者が定めた個人負担金をお持ち
になり会場へお越しください。
＊各医療保険者に市で受けられるかどうか確認してください。

後期高齢者医療制度加入の方

生活機能評価問診票・被保険者証をお持ちになり会場へお越しください。
生活習慣病ですでに医療機関に受診している方は、健診を受けるべきか医師に相
談してください。
★生活習慣病とは（糖尿病、高血圧症、脂質異常症、高尿酸血症、肝機能障害、
糖尿病性神経障害、糖尿病性網膜症、糖尿病性腎症、痛風腎、高血圧性腎臓障
害、脳血管疾患、脳出血、脳梗塞、その他脳血管疾患、虚血性心疾患、動脈閉塞、
大動脈疾患、人工透析）

18歳～ 39歳の方 個人負担金をお持ちになり会場へお越しください。
＊過去２年間受診歴のある方には、５月上旬に受診券を送付します。

生活保護受給者の方 健診会場へ直接お越しください。

●内容および対象・料金●
項　目 対　象　者 内　容　等 料　金

特定健康診査 40歳～75歳未満 尿検査、身体測定（腹囲を含む）、血圧、眼底、心電図、採血（貧
血・脂質・肝機能・血糖・尿酸等） 1,000 円

健 康 診 査 満 75歳～ 尿検査、身体測定、血圧、採血（脂質・肝機能・血糖） ※眼底・
心電図・貧血は別途有料で受診できます　（2,000 円程度） 無　料

　問い合わせ　　　医療保険課　☎４８－１１１１　内線　1101

項　目 対　象　者 内　容　等 料　金

生活機能評価 満 65歳～
身体測定、問診（基本ﾁｪｯｸﾘｽﾄ）、血圧測定、診察（関節検査を
含む）・生活機能評価の特定候補者は生活機能検査を実施し、そ
の他の方は健康診査を実施します。

 無　料

　問い合わせ　　　介護福祉課　☎４８－１１１１　内線　３１１３・３１１４

　▼保険の種別に関係なく受診できます
項　目 対　象　者 内　容　等 料　金

健 康 づ く り 健 診 18歳～ 39歳 ＊特定健康診査と同様の内容 1,000 円

結核・肺がん検診 40歳以上 胸部レントゲン検査 無　料
喀痰検査 500円

前 立 腺 が ん 検 診 50歳以上の男性 採血検査 500円
肝炎ウイルス検診 40歳以上の未受診者 採血検査（B型・C型肝炎ｳｲﾙｽｾｯﾄ検査） 500円

　問い合わせ　　　　健康増進課　☎４８－０２２１

●その他●
　・身障手帳１・２級の方、療育手帳Aのつく方、生活保護の方は無料です。身障手帳、療育手帳をご持参くださ
い。（人間ドックは除く）

　・生活機能評価問診票（66歳以上）を記入のうえ、ご持参ください。健診当日に 65歳になっている方は、健診
会場で記入していただきます。

　・健康手帳をお持ちの方はご持参ください。
　・個人負担金は、つり銭のないようご用意ください。
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特定健康診査（集団 健診）がはじまります特定健康診査（集団 

　５月からの集団健診の実施日時、場所等は下記のとおりです。対象行政区以外の方も受診できますので、直接会
場へお越しください。
　特定健診は、集団健診・個別健診・人間ドックのいずれか一つを受診してください。
　〈人間ドックの医療機関等詳細については「広報おみたまお知らせ版」（４/28 発行）に掲載します〉
　〈個人健診の医療機関等は「広報おみたま」（５/13 発行）に掲載します〉

●特定健診（集団健診）実施日程表●

期　日 会　場 対象行政区（午前の部） 対象行政区（午後の部）
受付時間　９時30分～11時30分 受付時間　１時～２時30分

5/24 月 玉里保健福祉センター 岡　川中子 大井戸平山　
5/25 火 下高崎　松山 上高崎

6/9 水

小川保健相談センター

荒地　下吉影本田　貝谷　南原
下吉影古新田　与沢百里

百里自営　百里開拓　与沢
倉数川前

6/10 木 田中台　山川　清水頭 幡谷　各官舎及び団地・住宅 
小川ニュータウン

6/11 金 倉数川向　外之内　山野 川戸　羽木上
6/14 月 下馬場　二本松　小塙 立延　中根　下田 (一 ) 下田 ( 二 )

6/15 火 宮田　稲荷坪　野田本田　新林
野田古新田 隠谷　鷺沼

6/16 水

四 季 健 康 館

佐才　世楽　大曲 小岩戸　上小岩　仲丸

6/17 木 堅倉 西郷地　西明地　清風台
7/1 木 柴高　橋場美　先後　寺崎 北浦

7/5 月 江戸住宅 上鶴田　下鶴田　三箇　長砂
納場

★ 7/6 火 四 季 健 康 館 早朝健診　受付時間　午前７時 30分～ 11時
7/9 金

玉里保健福祉センター
第二東宝　大宮 玉里中台

7/11 日 田木谷駅前　田木谷　新田木谷 栗又四ケ　みどり野
7/12 月 第三東宝　新高浜第一 玉里団地　野村田池　新高浜第二
8/2 月

四 季 健 康 館

部室　江戸 羽刈　高田　手堤　大笹

8/3 火 五万堀　張星　竹原 竹原下郷　竹原中郷　上馬場
中野谷

8/4 水 小曽納　中台　希望が丘　花野井
中峰 大谷　十二所

★8/19 木 小川保健相談センター 早朝健診　受付時間：午前７時 30分～ 11時
8/20 金 小川保健相談センター 本田町　中田宿　大町 川岸　橋向　横町　坂下　坂上
8/21 土 伏沼　上吉影　前原 飯前　上合　前野　宿
9/21 火 四 季 健 康 館 駅前　羽鳥　羽刈前 東平　高場　金谷久保
9/22 水 花館　旭　羽鳥市営住宅 脇山
★9/27 月 玉里保健福祉センター 早朝健診　受付時間：午前７時 30分～ 11時
11/19 金 四 季 健 康 館 未受診者 未受診者
11/20 土 未受診者 未受診者
11/24 水 玉里保健福祉センター 未受診者 未受診者
11/25 木 小川保健相談センター 未受診者 未受診者
11/26 金 未受診者 未受診者

★早朝健診日（受付時間：午前７時 30分～ 11時）
　対象行政区割りはありません。なお、午後は実施しませんのでご注意ください。
　11月の健診は、混雑が予想されますので、５～９月の受診をお勧めします。
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小美玉市の行政組織機構 の一部が変わりましたの一部が変わりました

スポーツ振興課 スポーツ振興係　特定事業推進係　　※６

　希望ヶ丘公園　玉里運動公園（玉里B&G海洋センター）

指導室　 指導係　

学校給食課　 小美玉学校給食センター　※5　　　

学校教育課（小川総合支所）※4　　

総合窓口係

市長 副市長 小 川 総 合 支 所 総合窓口課 

監査委員事務局兼務

総合窓口係

　小川運動公園　小川B&G海洋センター

玉 里 総 合 支 所  総合窓口課 

教育次長 総務係　施設係　学務係　放課後子どもプラン推進係

監査係

庶務係　議事・広報係

スポーツ施設　４施設

中学校　　４校 

務兼局務事員委査監会員委平公

 局務事会議会   議   市

 局務事員委査監 員 委 査 監

水道局 水道課 

 局務事会員委業農    会員委業農

固定資産評価審査委員会

庶務係　農地係

庶務係　業務係　施設係

)内課務総(局務事会員委理管挙選会員委理管挙選

水道事業管理者

 課務総 部本防消 庶務係　経理係　地域消防係

予防課 予防係　危険物係

消防長 次 長

玉里消防署 総務係　警防係　予防係

警防課 警防係　救急救助係

小川消防署 総務係　警防係　予防係

通信指令室 第１係　第２係

美野里消防署 総務係　警防係　予防係

教育長教育委員会

玉里学校給食センター 

生涯学習課（生涯学習センター）

幼稚園　(６園 )　

生涯学習係　文化財係

　小川南中学校　小川北中学校　美野里中学校　玉里中学校学

小学校　１２校 

生涯学習施設　１０施設
　生涯学習センター（玉里公民館・図書館・史料館、
文化ホール）　小川公民館　 美野里公民館
　小川図書館・資料館　やすらぎの里小川
　羽鳥ふれあいセンター　農村女性の家　羽鳥公民館
　農村環境改善センター　玉川地区学習等供用施設

元気っ子幼稚園　玉里幼稚園　堅倉幼稚園
竹原幼稚園　羽鳥幼稚園　納場幼稚園

竹原小学校　羽鳥小学校　堅倉小学校　納場小学校　玉里小学校
玉里北小学校　玉里東小学校　小川小学校　
野田小学校　上吉影小学校　下吉影小学校　橘小学校

※４教育委員会事務局の教育総務課を学校教育課に統合しました。
※５教育委員会事務局に「学校給食課」を新設しました。９月オープン予定の「小美玉学校給食センター」や「玉里学校給食センター」
　　を所管し、学校給食の充実を図ります。
※６教育委員会事務局に「スポーツ振興課」を新設し、「特定事業推進係」において、スポーツシューレの整備を進めます。また、生涯
　　学習課「スポーツ振興係」をスポーツ振興課へ所管替えし、スポーツの振興や体育施設の利用促進を進めます。
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小美玉市の行政組織機構 の一部が変わりました小美玉市の行政組織機構 
　市の行政組織機構については、社会状況の変化や退職などによる職員数の減少に、効率的かつ柔軟に対応し、また効果的
な財政運営を行うため、毎年見直しをしています。平成22年度の行政組織機構が一部変わりましたのでお知らせします。

※１茨城空港の開港に伴い、空港の利用促進を増強するため、「空港対策課」を市長公室から産業経済部に所管を移して、県および周辺市町村、
　　市観光協会、　商工観光課と連携を密にし、茨城空港の利用促進や空港関連事業などを進めます。
※２保健福祉部福祉事務所社会福祉課内「子育て支援室」を「子ども福祉課」に名称を変更して課へ昇格させて、今後は子育て支援や
　　子ども福祉をさらに強化します。また「羽鳥保育所」を「子ども福祉課」の所管としました。
※３都市建設部「特定幹線道路推進室」を廃止し、建設課内へ「特定幹線道路推進係」として統合しました。

平成22年度　小美玉市　新行政組織機構図

会計管理者 

　

高齢福祉係　介護保険係  地域包括支援センター

農政係　振興係　畜産係 

基地対策係　事業推進係  

商工観光係　企業誘致係　

空港対策課 空港係　　※１

収入係　支出係

業務管理係　公共下水道係　農業集落排水係

福祉事務所（玉里総合支所）

産業経済部 

会計課 

商工観光課 

美野里支所（四季健康館）

都市建設部 都市整備課 

医療保険課 国保係　医療福祉係　地域医療推進係

健康増進課（四季健康館） 母子保健係　成人保健係　健康推進係

市長 副市長 市 長 公 室  秘書広聴課 秘書係　政策審議係　広報広聴係　

税務課 諸税係  市民税係　資産税係

玉里保健係（玉里保健福祉センター）

地域振興課 市民協働係　市民安全係

文化ホール(２館)

収納特別対策室 収納係　

生活文化課 文化振興係 

市民生活部

環境衛生係　廃棄物対策係

保健福祉部 

管理課 維持補修係　管理係

福祉係

農政課 

社会福祉課 社会福祉係　 障がい福祉係　保護係

羽鳥出張所

企画調整課 企画係　男女共同参画係　行政改革推進係　情報政策係

総務課 総   務   部 

財政課 財政係 

庶務係   職員係

市民課 窓口・記録係　年金係

管財検査課 

小川支所（小川総合支所） 福祉係

管財係　契約・検査係

四季の里出張所

子ども福祉課 

環境課 

介護福祉課 

都市計画係　都市施設係　建築係

建設課 整備１係　整備2係　特定幹線道路推進係  　 ※3

　小川文化センター　四季文化館

寿荘

白河診療所

小川保健係（小川保健相談センター）

子ども福祉係 　※２

下水道課（小川総合支所）

基地対策課（小川総合支所）

羽鳥保育所
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行政区等未加入の皆さまへ

農業委員会から平成21年度の賃借料情報の提供をします

■広報紙について
　市では、毎月発行している広報紙を行政区加入の皆さまへ区長を通じて配布しています。
行政区未加入者の皆さまへは、各公共施設、コンビニエンスストア、金融機関などに備え付け、ホームページ（http://
www.city.omitama.lg.jp/) に広報紙のＰＤＦ版を掲載するなどして対応させていただきます。
  個別郵送はいたしませんので、ご理解ご協力のほどよろしくお願いします。

　広報紙設置場所 (コンビニエンスストア、金融機関など）

設置先
（株）常陽銀行小川支店
茨城県信用組合小川支店
水戸信用金庫小川支店
セブンイレブン小川野田店
セブンイレブン小川中延店
セブンイレブン小川与沢店
ココ小川下馬場店
ココ小川川戸店
ファミリーマート小川上吉影店
セブンイレブン小美玉下吉影店
エコス小川店
カスミフードスクエア小川店
常陸小川農協本所
常陸小川農協小川中央支所
常陸小川郵便局
小川飯前郵便局
下吉影郵便局
橘郵便局

（株）常陽銀行美野里支店
茨城県信用組合美野里支店
水戸信用金庫羽鳥支店
水戸信用金庫美野里支店
Yショップ羽鳥梅屋店
セブンイレブン美野里堅倉店
セブンイレブン美野里西郷地店
セブンイレブン美野里羽刈店
セブンイレブン美野里張星店
ファミリーマート美野里堅倉店
ファミリーマート美野里西店
ファミリーマート美野里羽鳥店
ミニストップ美野里希望ヶ丘店
ローソン美野里西郷地店
カドヤ羽鳥東店
エコス美野里店
美野里町農協堅倉支所
美野里町農協竹原支所（本所）
美野里町農協池花支所
堅倉郵便局
竹原郵便局
納場簡易郵便局
羽鳥郵便局

玉里郵便局
ひたち野農協田余支店
ひたち野農協玉川支店
サンクス石岡玉里店
セブンイレブン玉里北店
セブンイレブン石岡高浜店
ココ石岡高浜店
セイミヤアスタ玉里店

　問い合わせ　秘書広聴課　広報広聴係　☎４８－１１１１内線１２２１

■小美玉市いい区（119区）マップについて
　3月 27 日の小美玉市民の日記念事業で製作し、区長を通じて各世帯にお配りした「小美玉市 119（いい区）マッ
プ」は、市役所市民課、各総合支所総合窓口課でお受けとりできます。※各戸あたり 1部となります。

　【問い合わせ】　秘書広聴課　秘書係　☎４８－１１１１内線１２１１

地　 域　 別 平均額 最高額 最低額 件数
小 川 地 区 11,700 18,300 8,000 22
美 野 里 地 区 12,100 20,800 4,500 80
玉 里 地 区 ― ― ― ―
小美玉市平均 11,900 102

地　 域　 別 平均額 最高額 最低額 件数
小 川 地 区 15,500 16,000 10,000 14
美 野 里 地 区 17,100 20,000 9,900 34
玉 里 地 区 38,000 60,200 15,800 28
小美玉市平均 17,100 76

◇地域ごとの賃借料情報（10ａあたりの平均額）
　1．畑（普通畑）の部　  　　　　　　（単位：円）　　　　2．田の部　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

　【問い合わせ】農業委員会　☎48－ 1111内線 1502、1503

玉　

里

美　

野　

里

小　

川



19 平成 22年４月 15日　広報おみたま

傾聴
ほほえみの会

「傾聴」とは？
　良い人間関係をつくる基本で、五感を使って思い
やりの心で、話し手の話を一生懸命聴き、人を理解
するためのものです。

設立の動機と活動
　平成 19年に小美玉市社会福祉協議会主催の「傾聴
講座」が開講され、その受講生と会の趣旨に賛同す
る者で活動しています。現在さまざまな理由から、「話
したくても話せない」（機会の少ない）高齢者等が増
えています。そのような方々のため、個人宅・施設
を訪問し、話を聴かさせていただくボランティア活
動を行っております。

仲間を募集しています。
　趣旨に賛同する方、一緒に活動してみませんか !!
E メール：keihohoemi@yahoo.co.jp

市民協働のまちづくり　　　　　　　　　　　　　　　
　「おみたまふるさと塾」閉講式記念講話が開催されました！

　3月 18 日、小美玉市のまちづくりの基本理念である『協働と連携』を目指し、主体的・自主的なまちづくりを
実践できる市民リーダーの養成を進めてきた「おみたまふるさと塾」の閉講式記念講話が、四季文化館（みの～れ）
において開催されました。
　講師には、常陸太田市谷河原町会の篠原町会長をお招きして、「明るい住みよい町づくりに努力しよう～コミュ
ニティー活動の充実を図り地域住民自らが行動しよう～」をテーマに講話をいただきました。記念講話には、塾生
の他にも市内のまちづくり活動に携わる方々などが参加し、熱心に聞き入っていました。
　記念講話を前に、５か月間にわたり開催された「おみたまふるさと塾」の閉講式が行われ、島田穣一塾長から卒
塾生一人ひとりに修了証書が手渡されました。卒塾生には、今後、ふるさと塾での経験を生かしてそれぞれの地域
での活躍が期待されます。

　羽鳥旭区

　旭区は羽鳥地区の東に位置し、旭が出る地域であ
ることから命名されたと聞いています。行政区とし
て平成８年５月に法人格を取得。コミュニティセン
ターの土地を購入しました。また、建物の費用の一
部も区民で負担
するなど区民の
皆さんの地域を
愛する意識が高
く、行政に適度
に頼ることなく
自分たちで工夫、
協力して地域活
動を実施してい
ます。旭区コミュ
ニティセンター
の桜はとても美
しく、毎年老人
会で花見を行っ
ています。

お！みた !! まちづくりお！みた !! まちづくり

まちづくり組織紹介

代表者：会長　鶴田周治
認　定：平成 20年５月
構　成：10人

代　表：区長　石岡和夫
認　定：平成 20年５月
構　成：157世帯

島田塾長から修了証書を受ける塾生 谷河原町会長さんの講話に聞き入る塾生たち
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係
長
）

消
防
本
部
警
防
課
長

　

藤
岡　

誠（
消
防
本
部
小
川
消
防
署
副
署
長
）

●
課
長
補
佐
級 

 

市
長
公
室
秘
書
広
聴
課
長
補
佐
兼
政
策
審
議
係
長

　

倉
田　

増
夫

（
市
長
公
室
秘
書
広
聴
課
政
策
審
議
係
長
）

市
長
公
室
企
画
調
整
課
長
補
佐
兼
行
政
改
革

推
進
係
長
兼
男
女
共
同
参
画
係
長 

　

大
山　

浩
明

（
水
道
局
水
道
課
長
補
佐
兼
業
務
係
長
）

総
務
部
総
務
課
長
補
佐
兼
職
員
係
長 

　

田
中　

正
志

（
都
市
建
設
部
下
水
道
課
長
補
佐
兼
業
務
管
理
係
長
）

総
務
部
税
務
課
長
補
佐
兼
諸
税
係
長

　

梅
澤　

惠
子（
総
務
部
税
務
課
資
産
税
係
長
）

職
員

配
置
一
覧

平
成
22
年
４
月
１
日
現
在
職

員
人
事
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（　
　

）
は
前
職
。
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総
務
部
税
務
課
長
補
佐
兼
資
産
税
係
長

　

吉
澤　

栄
一 

総
務
部
税
務
課
長
補
佐
兼
収
納
特
別
対
策
室
長

　

関
口　

茂 

総
務
部
管
財
検
査
課
長
補
佐
兼
管
財
係
長 

　

根
本　

勝
広
（
水
道
局
水
道
課
長
補
佐
兼
施
設
係
長
）

市
民
生
活
部
市
民
課
長
補
佐
兼
窓
口
・
記
録
係
長

　

鬼
沢　

君
江 

市
民
生
活
部
市
民
課
長
補
佐
兼
年
金
係
長 

　

矢
口　

正
信 

市
民
生
活
部
生
活
文
化
課
長
補
佐
兼
文
化
振

興
係
長
兼
小
川
文
化
セ
ン
タ
ー
係
長 

　

田
村　

昇
一

（
市
民
生
活
部
生
活
文
化
課
文
化
振
興
係
長
）

市
民
生
活
部
地
域
振
興
課
長
補
佐 

　

矢
口　

尚
（
総
務
部
税
務
課
長
補
佐
兼
諸
税
係
長
）

市
民
生
活
部
環
境
課
長
補
佐 

　

坂
本　

敏
夫

（
都
市
建
設
部
管
理
課
長
補
佐
兼
管
理
係
長
）

保
健
福
祉
部
医
療
保
険
課
長
補
佐
兼
国
保
係
長

　

服
部　

和
志 

保
健
福
祉
部
医
療
保
険
課
長
補
佐 

　

園
部　

章
一
（
保
健
福
祉
部
医
療
保
険
課
長
補
佐
）

保
健
福
祉
部
医
療
保
険
課
長
補
佐
兼
白
河
診
療
所
長

　

伊
藤　

博
文 

保
健
福
祉
部
健
康
増
進
課
長
補
佐
兼
成
人
保
健
係
長

　

鳥
羽
田　

き
よ
子 

保
健
福
祉
部
健
康
増
進
課
長
補
佐
兼
健
康
増
進
係
長

　

飯
島　

勝

（
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
長
補
佐
兼
生
涯
学
習
係
長
）

保
健
福
祉
部
福
祉
事
務
所
社
会
福
祉
課
長
補
佐
兼
社
会
福
祉
係
長

　

猪
狩　

光
治 

保
健
福
祉
部
福
祉
事
務
所
社
会
福
祉
課
長
補
佐
兼
保
護
係
長

　

成
井　

定
男

（
小
川
総
合
支
所
総
合
窓
口
課
長
補
佐
兼
総
合
窓
口
係
長
）

保
健
福
祉
部
福
祉
事
務
所
介
護
福
祉
課
長
補
佐
兼
高
齢
福
祉
係
長

　

青
木　

敏
夫 

保
健
福
祉
部
福
祉
事
務
所
介
護
福
祉
課
長
補
佐
兼
高
齢
福
祉
係
長

　

滑
川　

公
子 

保
健
福
祉
部
福
祉
事
務
所
介
護
福
祉
課
長
補
佐
兼
介
護
保
険
係
長

　

根
本　

典
子 

保
健
福
祉
部
福
祉
事
務
所
小
川
支
所
課
長
補
佐
兼
福
祉
係
長

　

片
岡　

和
己 

保
健
福
祉
部
福
祉
事
務
所
美
野
里
支
所
課
長
補
佐
兼
福
祉
係
長

　

大
久
保　

典
文 

産
業
経
済
部
農
政
課
長
補
佐
兼
農
政
係
長 

　

川
島　

正
一 

産
業
経
済
部
農
政
課
長
補
佐
兼
畜
産
係
長 

　

白
井　

利
光 

産
業
経
済
部
商
工
観
光
課
長
補
佐
兼
商
工
観
光
係
長

　

関
山　

一
夫

（
産
業
経
済
部
商
工
観
光
課
長
補
佐
兼
企
業
誘
致
係
長
）

産
業
経
済
部
空
港
対
策
課
長
補
佐
兼
空
港
係
長

　

真
家　

功

（
市
長
公
室
空
港
対
策
課
民
間
共
用
化
係
長
）

都
市
建
設
部
都
市
整
備
課
長
補
佐
兼
建
築
係
長

　

大
山　

惠
則 

都
市
建
設
部
建
設
課
長
補
佐 

　

織
田　

俊
彦

（
都
市
建
設
部
建
設
課
整
備
１
係
長
）

都
市
建
設
部
建
設
課
長
補
佐
兼
整
備
２
係
長 

　

斉
藤　

幸
雄

（
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
長
補
佐
兼
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
長
）

都
市
建
設
部
管
理
課
長
補
佐
兼
管
理
係
長 

　

金
子　

進 

都
市
建
設
部
下
水
道
課
長
補
佐 

　

岡
野　

英
孝

（
産
業
経
済
部
商
工
観
光
課
長
補
佐
兼
商
工
観
光
係
長
）

都
市
建
設
部
下
水
道
課
長
補
佐
兼
公
共
下
水
道
係
長

　

太
田　

勉

（
都
市
建
設
部
下
水
道
課
公
共
下
水
道
係
長
）

都
市
建
設
部
基
地
対
策
課
長
補
佐
兼
基
地
対

策
係
長
兼
事
業
推
進
係
長

　

立
原　

伸
樹 

小
川
総
合
支
所
総
合
窓
口
課
長
補
佐
兼
総
合
窓
口
係
長

　

深
作　

広 

玉
里
総
合
支
所
総
合
窓
口
課
長
補
佐
兼
総
合

窓
口
係
長

　

大
和
田　

房
代 

会
計
課
長
補
佐
兼
収
入
係
長

　

井
坂　

正
枝

（
会
計
課
長
補
佐
兼
収
入
係
長
兼
支
出
係
長
）

議
会
事
務
局
長
補
佐
兼
庶
務
係
長
兼
議
事
・
広
報
係
長

　

吉
田　

喜
久
江

（
総
務
部
総
務
課
長
補
佐
兼
職
員
係
長
）

監
査
委
員
事
務
局
長
補
佐
兼
監
査
係
長

　

坂
本　

絹
江 

農
業
委
員
会
事
務
局
長
補
佐
兼
庶
務
係
長
兼
農
地
係
長

　

寺
門　

貴
子 

水
道
局
水
道
課
長
補
佐

　

飯
田　

孝

（
保
健
福
祉
部
健
康
増
進
課
長
補
佐
兼
健
康
増
進
係
長
）

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
長
補
佐

　

海
老
澤　

光
志 

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
長
補
佐
兼
学
務
係
長 

　

久
保
田　

一
江

（
水
道
局
水
道
課
長
補
佐
兼
庶
務
係
長
）

教
育
委
員
会
学
校
給
食
課
長
補
佐
兼
小
美
玉

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
長

　

滝
平　

清
満

（
市
民
生
活
部
市
民
課
長
補
佐
兼
窓
口
・
記
録
係
長
）

教
育
委
員
会
学
校
給
食
課
副
参
事
兼
玉
里
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
長

　

菖
蒲
沢　

真
二

（
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
副
参
事
兼
玉
里
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
長
）

教
育
委
員
会
指
導
室
副
参
事

　

吉
川　

博
久 

教
育
委
員
会
指
導
室
副
参
事

　

柴
山　

久 

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
長
補
佐
兼
生
涯
学
習
係
長

兼
玉
里
公
民
館
長
兼
玉
里
図
書
館
長

　

中
村　

哲
也

（
保
健
福
祉
部
福
祉
事
務
所
社
会
福
祉
課
長
補
佐
兼
保
護
係
長
）

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
長
補
佐
兼
小
川
公
民
館
長

兼
小
川
図
書
館
長
兼
資
料
館
長
兼
美
野
里
公
民
館
長

　

中
嶋　

恒
俊

（
玉
里
総
合
支
所
総
合
窓
口
課
長
補
佐
兼
総
合
窓
口
係
長
）

教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長
補
佐

　

坂
本　

一
志

（
都
市
建
設
部
都
市
整
備
課
長
補
佐
兼
都
市
計
画
係
長
）

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
副
参
事
兼
玉
里
幼

稚
園
教
頭

　

永
井　

季
子 

消
防
本
部
小
川
消
防
署
副
署
長

　

樽
見　

大
成（
消
防
本
部
美
野
里
消
防
署
副
署
長
）

消
防
本
部
美
野
里
消
防
署
副
署
長

　

廣
木　

和
雄（
消
防
本
部
玉
里
消
防
署
副
署
長
）

消
防
本
部
玉
里
消
防
署
副
署
長

　

木
名
瀬　

美
昭

（
消
防
本
部
小
川
消
防
署
当
直
司
令
）

消
防
本
部
総
務
課
長
補
佐
兼
経
理
係
長

　

中
島　

賢
二（
消
防
本
部
総
務
課
主
査
兼
係
長
）

 

●
退
職
者(

31
日
付
） 

沼
田　

和
美 

市
長
公
室
長

大
枝　

俊
夫 

総
務
部
長

後
藤　

一
廣 

保
健
福
祉
部
長

浅
野　

清 

玉
里
総
合
支
所
長
兼
総
合
窓
口
課
長

飯
塚　

正
夫 

議
会
事
務
局
長

菊
田　

源
一
郎 

教
育
委
員
会
教
育
次
長

金
谷　

正
明 

消
防
本
部
消
防
長

坂
本　

順
子 

総
務
部
総
務
課
長

久
保
田　

幸
子 

市
民
生
活
部
市
民
課
長

海
老
澤　

啓
一 

消
防
本
部
消
防
次
長
兼
小
川
消
防
署
長

野
口　
　

博 

消
防
本
部
美
野
里
消
防
署
長

原
田　

成
一 

保
健
福
祉
部
医
療
保
険
課 

　
　
　
　
　
　
　

長
補
佐
兼
国
保
係
長

掲
載
は
部
長
級
、
課
長
級
、
課
長
補
佐
級
と

し
て
い
ま
す
。
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　２月 20日、「親子スキー教室」（市教育委員
会主催）が会津高原たかつえスキー場（福島県）
で開催されました。
　参加した親子 28 組を含む 68 名は、経験な
どによりクラス分けされ、美野里スキー部、
小川スキークラブの皆さんの指導を受けまし
た。
　はじめは恐る恐る滑っていた子どもも大人
も、慣れてくるとのびのびと滑り笑顔でスキー
を楽しんでいました。

　数日後に茨城空港開港を控えた 3月 3日と 5日の 2
日間、開港を応援するため、小美玉市と石岡市の高齢
者が登録している社団法人石岡シルバー人材センター
（木村芳城理事長、小美玉市・石岡市の会員数 1,160 名）
が、空港の入り口付近につながる歩道の両側に、パン
ジーを植えたプランター 250 個を設置しました。さ
らに、同空港の玄関口となる JR 石岡駅、羽鳥駅、高
浜駅の 3か所にも 10～ 30 個を設置しました。
　白いプランターには、赤い文字で「ようこそ茨城空
港へ」の文字が印刷され、黄色や紫などの色とりどり
のパンジーが植えられました。
　これらは、賛同会員が同センターを通して働いたお
金の 1パーセントを社会奉仕活動基金として積み立
て、資金としたもので設置されました。太田事務局長
は、「これからも、水やりや植え替えなど大変な作業
もあるが、会員が協力して、きれいな花で空港を利用
する方をお迎えできたら」と話していました。

　茨城空港の開港を５日後に控えた３月６日、空の玄
関口となる小美玉市の道路沿いをきれいにして旅行者
に気持ちよくお越しいただこうと、納場小学校児童と
保護者の 271 人が参加して、幹線道路沿いのごみ拾
いを実施しました。
　これは、子どもたちに地域の大切さとボランティア
の心を育むこともねらい、同小学校のＰＴＡと育成会
がボランティア活動として計画。小雨にもかかわらず、
親子で熱心に空き缶やビニール袋、ペットボトルなど
のごみ拾いに取りくみ、集めたごみは全部で２トン車
２台分にのぼりました。
　参加した 5年生の島﨑さんは、「ごみがたくさん落
ちていた。誰がこんなに捨てたのだろう。ごみを拾っ
てきれいになったので、旅行者に喜ばれたらうれしい」
と話していました。

わ だ いわ だ いわ だ い
一緒だと楽しいね！一緒だと楽しいね！

親子スキー教室親子スキー教室

茨城空港開港前に茨城空港開港前に
納場小学校区でごみ拾いを実施納場小学校区でごみ拾いを実施

茨城空港の歩道にプランターを設置茨城空港の歩道にプランターを設置
（社）石岡地方広域シルバー人材センター（社）石岡地方広域シルバー人材センター
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　３月３日の桃の節句を前に、２月２日からやすらぎ
の里小川事務棟ロビーと本間玄琢生家において「よみ
がえる平安の美　由来展」とした、雛人形展が開催さ
れました。 
　ひな祭の起源は、平安時代中期（約 1000 年前）。
三月初めの巳の日に『上巳の節句』といって、無病息
災を願う祓いの行事として、陰陽師を呼んで天地の神
に祈り、季節の食物を供え、また人形（ひとがた）に
自分の災厄を托して海や川に流していたそうです。ま
た、その頃、上流の少女たちの間では紙で作ったお人
形などで遊ぶ「ひいな遊び」があり、長い年月のうち
に行事と遊びが交わり、現在のようなひな祭りとなり
ました。
　このようなひな祭りにまつわる歴史や風習などの掲
示があり、多くの方が来館し、雛人形に見入ったり、
記念写真を撮ったり思い思いに楽しんでいました。
　また、展示期間中の２月 14 日には旧元日というこ
ともあり、宮田子ども会が餅つき大会を行いました。
掛け声をかけながらの親子共同作業です。子どもたち
は前日の残雪が白銀のように光る中、汗をかきながら
杵と格闘していました。

美しい野の里の中で
　本校教育目標の「みんなで　のびよう　りそうに
向かって」を合い言葉に、生徒が夢や希望をもって
活動する学校づくりを進めています。
　昨年度から継続して文部科学省指定「学力向上実
践研究推進事業」の研究に取り組み、基礎学力向上
を図るために家庭学習を見直したり、国語や数学を
中心に「個人カルテ」の活用を研究したりしています。
　また、１１年度から市社会福祉協議会の指導を受け、
訪問介護員（今年度から改称）の養成講座を開講し、
２・３年生の希望者が受講しています。有資格者は延
べ400名程に及び、要請があれば出向いて地域のボ
ランティア活動に意欲的に取り組んでいます。
　一方、生徒会が中心となり教師と生徒が一緒にあい
さつ運動を実践しています。気持ちのよいあいさつを
心がけることで、よ
りよい人間関係を築
き、生活を円滑にす
ることができます。
　これらの実践や
研究を通しながら
生徒も教師も日々
成長していきたい
と思っています。

心豊かでたくましく、自ら学び自ら行動する児童の育成
　本校は、園部城・稽医館の址地に立ち、市街地の中心
に位置する全校児童383名・教職員25名の学校です。
　「期待感をもって学校に通う」ということは、児童
にとっても教職員にとっても大事なことであると考
え教育実践に励んでいます。
　そのために本校が特に力を入れて取り組んでいる
ことは
①授業改善への確かな積み重ね（研究授業の定期的実施）
②児童の望ましい学習習慣の定着
③地域人材の活用（沼田教育委員さんの語りによる昔
の小川小の様子・本校卒業生でもある茨城大教授根
本博先生の算数の授業・日本語指導・書道家若泉治
佳先生の習字指導・図書館の充実・読み聞かせ・親
子活動等）
④学習発表会を一つ
の頂点とする日
ごろの授業の充実
（特に表現力）
⑤研究のまとめとし
て全教職員が論文
作成に取り組む等
が挙げられます。
　　学力向上が今どの学校でも大きな課題となって
おりますが、本校では知・徳・体の調和の取れた
児童の育成こそが不易と考え、普段の授業を大切
にし、学校行事の中で児童の主体性を育て、地域
との交流により、「生きる力」につながる真の学力
を身につけさせたいと考えています。

よみがえる平安の美よみがえる平安の美
雛人形展示　－由来展－雛人形展示　－由来展－おみたまっ子おみたまっ子

学校紹介

いきいき

美野里中学校（部室１１９６番地３）

小川小学校（小川１６４９番地）
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地域づくりを応援します 

人と自然が調和する 



小美玉市　まちの踊り歌「大きな大きな輪になろう」ＣＤ・カセットテープの販売窓口小美玉市　まちの踊り歌「大きな大きな輪になろう」ＣＤ・カセットテープの販売窓口

25 平成 22年４月 15日　広報おみたま

　小美玉市には３つの公共ホールがあり、鑑賞事業のほか、ワークショップや参加体験型の創造・育成事業など特
性を活かした事業を展開し、多くの市民の皆さんにさまざまな芸術文化に触れる機会を提供しています。
　そのなかで最大の客席数を持つ「小川文化センター」は、昭和５７年にオープンし、平成２１年１１月１日に誕
生２７年を迎え、さらに地域の方々から愛されるホールとなるため、愛称を「アピオス」と命名。「文化を身近に
楽しむための仕掛けをつくります」をコンセプトにさまざまな事業に取り組んでいます。同センターの施設設備を
有効活用する観点から、レストランまたは喫茶を経営する意欲のある営業希望業者を募集しますので、希望される
方は、応募用紙にご記入のうえお申込みください。

小川文化センター ( アピオス )「レストラン・喫茶」の営業希望業者募集！小川文化センター ( アピオス )「レストラン・喫茶」の営業希望業者募集！

「第５回小美玉市ふるさとふれあいまつり企画運営委員」募集！！「第５回小美玉市ふるさとふれあいまつり企画運営委員」募集！！

あなたのアイデアとやる気でまつりを盛り上げてみませんか？
　市内の小学校区から推薦を受けた皆さんと共に小美玉市のまつりを考え・創っていきましょう！！
　企画運営委員はまつりの具体的な実施計画を検討し、また、まつり開催時にはその運営に携わります。まさに、
まつりを引っぱる機関車役です。ご応募お待ちしています。

募集対象 市内在住の成人の方
募集人員 ３０名（各学区からの推薦者を含む）
募集期間 ４月１５日（木）～定員になり次第終了（土日・祝日を除く　午前８時３０分～午後５時１５分まで）
応募方法 電話かファックスまたはＥメールで、住所、氏名、年齢、職業、電話番号をお知らせください。
申込み・問い合わせ
 ふるさとふれあいまつり実行委員会事務局　市民生活部　地域振興課
 ☎ 48-1111　内線 1134　Fax 48-1199　Eメール：chiiki@city.omitama.lg.jp

■所　在　地　小美玉市小川 225 番地
■施設の概要
 ◇施設　小川文化センター ( アピオス )
　　　　　１階「レストラン・喫茶」コーナー
 ◇面積　64.11㎡
■応募条件
 ◇営業日時　要相談
 　（休館日は、毎週月曜日［月曜日が祝祭日の場合
はその翌日］、年末年始［12月28日から1月4日］）

 ◇厨房の使用に係る行政財産目的外使用料要相談。
 ◇光熱水費（電気、上下水及びガス）要相談。
 ◇厨房機器、テーブル、椅子は、無償貸与とします。
■応募資格
 市内外を問わず、飲食店営業許可のある個人また
は法人とします。

■応募締切■応募締切　５月１２日 ( 水 ) 必着　５月１２日 ( 水 ) 必着

■応募方法
 小川文化センター ( アピオス ) まで申込書を取り
に来ていただき、郵送または持参してください。

■選定方法
 小川文化センター ( アピオス ) に「レストラン・
喫茶」経営者選定委員会を設け、審査のうえ選定
します。

■現地説明
 特に設けません。ご希望により随時現地説明を行
います。

■問い合わせ
　　小美玉市小川文化センター ( アピオス )
　　「レストラン・喫茶募集係」
　　　〒 311-3423　茨城県小美玉市小川 225 番地
　　　☎ 0299-58-0921    Fax 0299-58-0923

価　　格価　　格　　ＣＤ・カセットテープともに１本１，０００円（税込み）　　ＣＤ・カセットテープともに１本１，０００円（税込み）
販売場所販売場所　　本庁　地域振興課　　　　四季文化館（みの～れ）　　本庁　地域振興課　　　　四季文化館（みの～れ）
　　　　　　小川支所　総合窓口課　　小川文化センター（アピオス）　　　　　　小川支所　総合窓口課　　小川文化センター（アピオス）
　　　　　　玉里支所　総合窓口課　　生涯学習センター（コスモス）　　　　　　玉里支所　総合窓口課　　生涯学習センター（コスモス）
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今日から始める しなやか身体づくり今日から始める しなやか身体づくり

～しなやかで・引き締まった美しい身体づくりを始めましょう～

　皆さんは、運動習慣がありますか？

　チェックしてみましょう
　　□　最近お腹のぜい肉が気になる
　　□　運動不足なので何かしたいが、どうしたらよいかわからない
　　□　運動をしているのにあまり効果が出ないので、効果的に余分な脂肪を減らす方法を学びたい
　　□　いつまでもしなやかで若々しい身体でいたいと思う

　１つでも当てはまる方は、運動を習慣化することで、よりいきいきとした生活を送ることができます。

　正しいリンパマッサージ・ストレッチや筋力づくりを身につけることで、生活の中でもひとつひ
とつの動きが大きくなり、余分な脂肪を効率的に燃やす筋肉が増えますので、同じ生活をしていて
もやせやすくなります。
　ふだん運動習慣のある方もない方も教室に参加して、正しい身体の使い方を身につけしなやかで
引き締まった身体を手に入れましょう。

■　内　　容　　運　動　簡単なストレッチ・筋力づくり、リンパマッサージ、フットマッサージ
  からメタボリックシンドローム予防に効果がある運動まで実施します。
 その他　運動の効果をあげるための講話や個別面接を行う場合もあります。
■　参加費用　　保険料として　２か月間で 500 円程度
■　定　　員　　25人（40歳～ 74歳の方、初めての方が優先になります）
 現在治療中の方は主治医の運動許可が必要です。
　　　　　　　　また、８日間継続して参加できる方を優先とさせていただきます。
■　申込期間　　第１弾：５月10日 (月 )～ 18日 (火 )　土日を除く、平日８時30分～午後５時15分
■　申込み・問い合わせ
 小川保健相談センター　☎５８－１４１１

　＜　しなやか・引き締め運動教室　第１弾　　参加者募集　＞　＜　しなやか・引き締め運動教室　第１弾　　参加者募集　＞

日程

６月　３日（木）

　講　師　健康運動指導士　小田  夕子　先生
　会　場　小川保健相談センター
　時　間　午後１時～３時

　　１７日（木）
　　２４日（木）
７月 　1日（木）
　　　８日（木）
　　１５日（木）
　　２２日（木）
　　２９日（木）

きれいな水と空気を次の世代へ

補助金が受けられるようになりました
お気軽に ご相談下さい
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～　笑顔で体操、元気に外出、生きがいのある人生にいきいきヘルス体操を　～

　「年をとっても元気でありたい…」これは誰もが望む姿です。
　市では、県の指導のもと、これまでに「シルバーリハビリ体操指導士」が 80 名以上養成されています。この体
操教室では元気な高齢者をいっぱい増やすことを大きな目的に掲げ、年をとっても無理なく安全にできる運動を伝
えていきます。ぜひ、この機会にご参加ください。

　～運動の効果はこんなにたくさんあります～
　　・寝たきり予防・転倒予防・肩の痛み予防改善
　　・腰の痛み予防改善・膝の痛み予防改善など　

５月実施日 ６月実施日 ７月実施日 時　　間
四 季 健 康 館 ２７日（木） １８日（金） ２７日（火）

午前 10時～ 11時 30分小川保健相談センター ２１日（金） ２５日（金） １６日（金）
玉里保健福祉センター １７日（月） ２１日（月） ２６日（月）

　＊事前申込みはありませんので、ご自由に最寄りの会場にお出かけください。
　＊各会場には「血圧計」が設置されていますので、ご利用ください。

■参 加 費　　無料
■参加資格　　60歳以上
■服装および持参するもの　動きやすい服装、飲料水、バスタオル
■体操指導者　小美玉市シルバーリハビリ体操指導士（毎回、数人が担当）
■主　　催　　小美玉市シルバーリハビリ体操指導士会
　　　　　　　小美玉市介護福祉課地域包括支援センター
　　　　　　　小美玉市社会福祉協議会
■問い合わせ　小美玉市社会福祉協議会　☎３７－１５５１

◆65歳以上の皆さまへ
　「寒い間は外に出るのがおっくうで、家の中でゴロゴロしていることが多かった」、「暖かくなってきたので少し
体を動かしてみたいが、何をしていいか分からない」などと思われる方へのお誘いです。
　現在は、誰かの支援や介護がなくても元気で生活できているが、将来、そのような状態になることを予防するた
めの機会づくりとして、市では、楽しく体を動かしながら、介護予防ができる教室を計画しました。この機会に適
度に体を動かして、楽しく体力づくりをしてみませんか？！　

■開 催 日　５月 19日（水）から７月までの毎週水曜日　
 午後１時～２時 30分（１時間半程度の運動）
■会　　場　玉里 B＆G海洋センター　体育館
■対 象 者　ご自分で教室に通える 65歳以上の方（20人程度）
　　　　　　※応募者多数の場合、抽選とさせていただきます。
　　　　　　※送迎を希望される方は、お申込みの際にご相談ください。
■費　　用　無料（ただし、安全保険加入料として 500 円程度負担あり）
■申込締切　５月７日（金）
■申込み・問い合わせ　地域包括支援センター（玉里総合支所内）
　　　　　　　　　　　☎５８－１２８２

いきいきヘルス体操のお知らせいきいきヘルス体操のお知らせ（かいごの知恵袋教室共催）（かいごの知恵袋教室共催）

介護予防教室「いきいき健やかクラブ」参加者募集！介護予防教室「いきいき健やかクラブ」参加者募集！
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開 始 日　5月９日（日）～
 午後１時 30分～３時 30分
 毎週日曜日　６回実施（雨天順延）
場　　所　玉里運動公園テニスコート
受講資格　市内居住または勤務者の方。（小・中学 
 生も歓迎）
受 講 料　500円　※開講式当日にお支払いください。
募集人数　30名（先着順）
申込締切　5月７日（金）
そ の 他　数に限りがありますが貸し出し用のラ
 ケットもあります。
主　　催　小美玉市体育協会玉里ソフトテニス部

  硬式テニスの初歩的技能を修得し、ゲームを楽し
みながら日ごろの運動不足を解消しましょう。
開 始 日　５月 16日（日）～
 午前９時 30分～ 11時 30 分
 毎週日曜日　６回実施（雨天順延）
場　　所　玉里運動公園テニスコート
受講資格　市内在住または勤務者（初心者の方も歓迎）
 30 名（先着順）
 ※受講者が定員に満たない場合は近隣市 
 町村の方も受け付けします。
受 講 料　3,000 円　（ボール代・保険代など）
 ※開講式当日にお支払いください。
申込締切　５月９日（日）
そ の 他　数に限りがありますが貸し出し用のラケット
　　　　　もあります。
主　　催　小美玉市体育協会玉里硬式テニス部

★プール開館のご案内
開設期間　５月１日（土）～ 10月 31 日（日）    
利用時間　①午前 10時～午後 1時 30 分②午後 2時～ 5時 30 分③午後 6時～ 9時
 ※毎週月曜日が休館日です。（月曜日が祝祭日の場合は、翌日が休館となります。）
使 用 料 　◆夏期（６月～９月）中学生以下　50円　高校生以上　100 円
 ◆冬期（５月・10月）小学生以下　150 円　中・高校生　200 円　一　般　260 円
　　　　　　※市外の方は、倍額となります。市内に在勤または在学している方は市内料金でご利用できます。

★「水泳教室」参加者募集！
　皆さん、教室に参加して夏休みまでに泳げるようにな
りましょう。
申込日時　５月９日（日）　午前 10時～　
申込場所　小川文化センター（アピオス）　（小川225番地）
申込方法　申込日に受講申込書に記入し、受講料を添え
　　　　　てお申込みください。
受 講 料　2000 円（全コース）
注意事項
　※今年度から申込場所が初日のみ小川文化センター　
　　（アピオス）になります。
　　５月 11日（火）以降の申込場所は玉里海洋センター
　　または小川海洋センターとなります。
　※休館日（月曜日）の受付、電話、ファックスによる
参加申込みは受付できません。申込みはご家族分ま
でとさせていただきます。

　※温水コースにつきましては募集人数に制限があり
ません。 随時、申込みできます。A～D、一般は、
先着順とさせていただきます。

コース 日　　程 対象者 定員

Ａ
５月18日～７月13日
毎週火曜日
PM4:30~6:00

小学
４・５・
６年生

60名

Ｂ
５月19日～７月14日
毎週水曜日
PM4:30~6:00

小学
２・３
年生

60名

Ｃ
５月20日～７月15日
毎週木曜日
PM4:00~5:30

小学
１年生 60名

Ｄ
５月21日～７月16日
毎週金曜日
PM4:00~5:30

４・５
歳児 60名

一　般
５月22日～７月17日
毎週土曜日
PM7:00~8:30

一　　般 30名

温水浴
（水中運動）

５月19日～７月14日
毎週水曜日
AM10:30~12:00

一　　般 制限
なし

【問い合わせ】教育委員会　スポーツ振興課　玉里海洋センター　☎２６－５７６１

「平成22年度ソフトテニス教室」
参加者募集

「玉里硬式テニス教室」参加者募集

申込方法　玉里Ｂ＆Ｇ海洋センターに備えてある申込用紙に記入のうえ、直接窓口へお申込みください。
　　　　　（受付時間：午前９時～午後５時 ※月曜日、祝日は休館となります。）
申込み・問い合わせ
　　　　　玉里Ｂ＆Ｇ海洋センター　☎ 26-5761

小川B＆ G海洋センターから
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開 講 日　　　６月７日（月）～７月９日（金）毎週火曜日・金曜日（計 10回）
　　　　　　　　　※・初回のみ月曜日となります。
　　　　　　　　　　・都合によりドライバー（ウッド）は一般練習場で行います。
　　　　　　　　　　・教室終了後はレッスンラウンドを予定しています。
時　　間　　　午後５時～７時
会　　場　　　太平洋クラブ＆アソシエイツ　美野里コース内　練習場
　　　　　　　（６月７日の開講式のみ農村環境改善センター）
参加対象　　　一般・市内在住者、市内在勤者（初心者の方）
　　　　　　　（経験 10年以下、もしくはコースで 100 をきったことのない方）
募集人数　　　20名（先着順）
受付期間　　　５月７日（金）～ 20日（木）
参 加 料　　　3,000 円（練習場ボール代とレッスンラウンド代は別途となります）
講　　師　　　太平洋クラブ＆アソシエイツ研修生
持参するもの　ゴルフクラブ、運動靴（開講式のときは体育館シューズ）
申込方法　　　教育委員会　スポーツ振興課（小川支所２階）　玉里海洋センターまたは、
　　　　　　　希望ヶ丘公園へ参加料を添えて、直接お申込みください。
受付期間　　　５月 21日（金）～ 28日（金）
問い合わせ　　教育委員会　スポーツ振興課　玉里海洋センター　☎２６－５７６１

ジェイソン先生！おみたま滞在記ジェイソン先生！おみたま滞在記

　小美玉の皆さん、こんにちは！私はジェイソン・ギブソンです。美野里中学校で英語を教えて1年半になります。
アビリン市と小美玉市の姉妹都市交流の代表として、このような機会を与えられたことをとても誇りに思います。
　私のことについて少し述べたいと思います。４月４日で２６歳になりました。私はカンザス州のアビリン市か
ら 16kmほど離れた小さな町で育ちました。カンザ
ス大学で演劇の学位を取得しました。卒業後は、こ
こに来るまでの一年間をローレンス市で過ごしまし
た。家族は結婚 30年を迎える両親と兄一人、妹一人
がいます。
　このコラムでは、小美玉市内のいろいろな場所や
人を訪れ、外国人の観点で見たことや感じたことを
報告したいと思います。皆さんにこのコラムに興味
を持っていただき、楽しく読んでいただけたらと思っ
ています。次回をお楽しみに！

初心者のためのゴルフ教室～参加者募集～

　ワンポイント英文法　ワンポイント英文法

　日本語の語順は、「私はサッカーをする」です　日本語の語順は、「私はサッカーをする」です
が、英語では「I play soccer.」「私は・～をする・が、英語では「I play soccer.」「私は・～をする・
サッカー」の順になります。サッカー」の順になります。
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　子育て中、誰もがとおるトイレトレーニング※。なかなか進まず、ついイライラしてしまうことも…。でも…叱っ
たり焦ったりは逆効果。大人も子どももストレスになります。
　トイレトレーニングに大切なのはタイミングと親子のコミュニケーションです。お子さんのペースに合わせて
ゆっくり進めましょう。（※トイレトレーニングとは子どもがオムツをはずし、自分でトイレに行くためのトレー
ニングです）

＜トレーニングを始める前に＞

　オムツはこまめに取り替えましょう
　　オムツを汚れたままにしておくと、感覚が慣れてしまい「おしりが汚れて気持ち悪い」と思わなくなってし
まいます。

　オムツ交換のときは声をかけましょう
　　オムツを交換するときは「おしっこ（うんち）出たね。きれいにしようね～。」などの声をかけてあげましょ
う。「臭い、汚い」は禁句です。

　トイレについて来たら見せてあげましょう
　　トイレに行く前に、「トイレに行って来るね」と声をかけ、ついて来たら様子を見せてあげましょう。　　
　環境を整えましょう
　　オマルまたは補助便座、踏み台などの準備や、好きなキャラクターのポスター、シールなどでトイレに興味
を示すような工夫をしましょう。

　　捨てても良い衣類やバスタオルなどを切って、たくさん雑巾を作っておきましょう。
　脱ぎ着しやすい服を準備しましょう
　　オーバーオールやタイツなどよりも、セパレートでウエストがゴムのものが楽です。

＜トレーニングを始める目安＞

　①おしっこの間隔が 2時間くらいあくようになった②言葉がでて意思表示ができる（ママと簡単なコミュニ
ケーションがとれる）③１人で歩ける → そろそろトレーニングを始める時期です！

＜トレーニングの進め方＞

□おしっこ編
　生活の節目（朝起きたら・ご飯を食べる前・お出かけの前・寝る前など）でトイレに誘いましょう
　　朝起きて、オムツが濡れていなかったらトイレに誘いましょう。「おしっこでるかなぁ」などの声をかけながら
２～３分待ってみましょう。そこでおしっこができたら思い切り褒め、出なければサッと切り上げましょう。
　思い切って日中はオムツからパンツに切り替えましょう
　　初めはおもらしをして当たり前です。パンツが濡れたり、内股をおしっこが流れたりすることで、「これが
おしっこだ、濡れて気持ち悪い」と感じるようになったり、床に溜まったおしっこを見て、「おしっこが出た」
という感覚をつかみ、次第に教えてくれるようになります。
　　おもらしをしても絶対に叱ってはいけません。「これがおしっこだよ。」と教えてあげましょう。
　　　おしっこが「出る」「見る」「聞く」の３つの感覚を繰り返し体験することで、「おしっこをする」ことを
　学びます。
□うんち編
　生活リズムをつけましょう
　　 生活リズムができていると、一定時間にうんちが出るようになってきます。出る時間帯が同じだと、トイ
レに誘うタイミングがつかみやすくなります。
　　うんちは、顔を赤くしていきんだり、部屋の隅でもじもじしたり、遊んでいた動きが止まったりと何らかの
サインがあります。そのときにトイレに誘ってみましょう。
　踏み台を用意してあげましょう
　　足がブラブラしてしまうと腹圧がかけられず、うんちができない子がいます。踏ん張れるように踏み台があ
るとよいでしょう。
　トイレでできたら思い切り褒めましょう
　　おしっこと同じように、トイレでできたらしっかり褒めてあげましょう。失敗しても叱らず、「汚れちゃっ
たからお着替えしよう」と声をかけて着替えさせてあげましょう。
□ステップアップ
　誘わないで待ってみましょう
　　トイレに誘ったときにできる回数が増えたら、自分から予告するのを待ってみましょう。出る前に予告でき
るようになれば完了です！後戻りをすることもありますが、あせらずに進めましょう。

どうやって進める？
トイレトレーニング
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目
ざ
め 

井　

坂　

輝　

子

　

物
音
に
一
羽
目
覚
む
る
浮
寝
鳥 

宇
津
野　

岩　

子

　

春
ご
た
つ
一
り
占
め
し
て
ゐ
て
淋
し 

木
名
瀬　

や
ゑ
子

　

沈
丁
花
赤
ら
む
ほ
ど
の
あ
た
た
か
さ 

坂　
　
　

光　

子

欅
の
会

　

読
み
上
げ
し
献
句
は
春
の
風
に
乗
り 

池　

田　

よ　

し

　

湯
殿
へ
は
男
下
駄
履
き
月
朧お

ぼ
ろ 

岡　

島　

禮　

子

　

小
さ
き
手
そ
の
中
に
あ
る
春
一
ツ 

加　

藤　

伊
都
子

　

頬
撫
で
る
春
を
連
れ
て
の
畑
仕
事 

鈴　

木　

貞
一
郎

　

ぐ
い
呑
み
の
い
び
つ
が
据
わ
る
春
満
月 

木　

村　

小
夜
子

く
る
み
俳
句
会

　

浅
き
春
光
り
て
川
に
流
れ
け
り 

福　

島　

邦　

誉

　

し
だ
れ
梅
軒
の
明
る
き
長
屋
門 

安　

彦　

昭　

子

　

木
々
の
芽
の
中
よ
り
風
の
生
れ
け
り 

荒　

井　

栗　

山

　

春
雷
の
三み

た
び度
聞
く
音
無
か
り
け
り 

大　

塚　

幸　

子

　

待
ち
侘
び
て
心
和
め
り
桃
の
花 

島　

田　

篁　

村

玉
里
俳
句
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
の
会

　

開
港
を
寿こ

と
ほぐ
よ
う
に
梅
満
開 

田　

山　

森　

俊

　

春
一
番
空
も
大
地
も
大
掃
除 

遠　

藤　
　
　

信

　

小
鳥
ら
の
声
の
飛
び
交
う
梅
日
和 

石　

橋　

ひ　

ろ

　

風
光
る
今
し
飛
び
立
つ
一
番
機 

野　

口　

初　

江

　

野
辺
に
広
が
る
蓬よ

も
ぎか
な 

亀　

井　

幸　

子
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５月前半

５月前半

休日診療当番医（外科・歯科）

緊急診療所（内科・小児科）
緊急診療所（石岡市医師会病院内）☎２３－３５１５

休 日
５月２日・３日・４日・５日・９日
◆受付　午前９時～ 11時 30分
　　　　午後１時～３時 30分

夜 間 ５月１日・２日・３日・４日・５日・８日・９日・15日
◆受付　午後６時～９時 30分

わが家のわが家の
アイドルアイドル

茨城空港開港記念茨城空港開港記念
「第2回小美玉ゆめ末来芸術展」「第2回小美玉ゆめ末来芸術展」

入賞作品紹介入賞作品紹介

●グランプリ賞　伊藤　優花さん

●金賞　山元　美季さん

●金賞　阿部　来美さん

●金賞　鈴木　岳　さん

●金賞　石川　真瑚さん

●金賞　田上　弘樹さん

　★このコーナーでは、作品を順次紹介します。

戸
とつか

塚　蒼
そうし

心ちゃん
　（平成 20年９月 28日生）
◆他人に迷惑をかけず、明るく素直
な子に育ってください。

村
むらやま

山　菜
な な

々美
み

ちゃん
　（平成 20年６月 10日生）
◆お兄ちゃんと遊ぶのが大好きな女
の子です。

◆受付　午前９時～11時 30分・午後１時～３時30分
日 外　科 日 歯　科
2 石岡市医師会病院 （石岡市）☎ 22-4321 3 比企歯科医院（石岡市） ☎ 26-1456
3 石岡循環器科脳神経外科病院（小美玉市）☎ 58-5211 4 石田歯科医院（石岡市） ☎ 43-6028
4 石岡第一病院 （石岡市）☎ 22-5151 5 高野歯科医院（かすみがうら市） ☎ 23-8148
5 斉藤病院 （石岡市）☎ 26-2131
9 石岡市医師会病院 （石岡市）☎ 22-4321

◆病気やケガのとき、お医者さんを探す（24時間対応）☎ 029-241-4199
◆お子さんが急な病気などで相談したいとき（相談時間：午後６時 30分～午後 10時 30 分）☎ 029-254-9900

次回広報おみたま５月号の発行日は５月 13日（木）です。この広報紙は、環境に優しい大豆インキで印刷しています。


